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宇
都
宮
は
古
く
か
ら
二
荒
山
神
社
の
門
前
町
、中
世
宇
都
宮
氏
や
近
世
戸
田
氏
な
ど

の
城
下
町
、そ
し
て
宇
都
宮
を
通
る
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
繁
栄
し
て
き
ま
し
た
。な
か

で
も
、宇
都
宮
を
通
っ
た
街
道
は
古
代
の
東
山
道
以
来
、現
代
の
国
道
4
号
や
東
北
自
動

車
道
に
至
る
ま
で
、千
三
百
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
宇
都
宮
の
発
展
を
支
え
続
け

て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
宇
都
宮
を
通
っ
た
主
要
な
街
道
と
宇

都
宮
の
か
か
わ
り
を
、古
代・中
世・近
世
に
分
け
て
た
ど
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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   東
山
道
と
は

　

古
代
律
令
国
家
の
成
立
と
と
も
に
、
都
と
各

地
の
国
府
を
つ
な
ぐ
た
め
の
幹
線
道
路
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
東
山
道
は
行
政
区
分
の
呼
び
名
で

も
あ
り
、
都
か
ら
各
地
方
へ
延
び
る
道
路
の
名
前

で
も
あ
り
ま
し
た
。
栃
木
県
は
下
野
国
と
呼
ば

れ
、
東
山
道
に
属
し
て
い
ま
し
た
。
東
山
道
は

都
か
ら
近
い
順
に
、
近
江
国
（
滋
賀
県
）・
美
濃

国
（
岐
阜
県
南
部
）・
飛
騨
国
（
岐
阜
県
北
部
）・

信
濃
国
（
長
野
県
）・
上
野
国
（
群
馬
県
）・
下

野
国
（
栃
木
県
）・陸
奥
国
（
福
島
県
、
宮
城
県
、

岩
手
県
）・
出
羽
国
（
山
形
県
・
秋
田
県
）
の
八

国
か
ら
編
成
さ
れ
、
都
と
東
北
を
つ
な
ぐ
幹
線

道
路
の
一つ
で
し
た
。

　

国
府
と
国
府
を
最
短
距
離
で
結
ぶ
計
画
で
作

ら
れ
た
道
路
（
駅え

き
ろ路
）
は
、
直
線
的
で
時
に
は

低
地
を
埋
め
立
て
、
丘
陵
を
削
り
建
設
さ
れ
ま

し
た
。
道
路
建
設
は
、
当
時
大
変
な
労
力
で
あ

っ
た
と
想
像
で
き
ま
す
。

　

東
山
道
駅
路
は
、
中
央
政
府
か
ら
の
使
者
が

情
報
伝
達
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
や
地
方
で
起

こ
る
反
乱
平
定
に
向
か
う
軍
隊
の
た
め
の
道
路
で

あ
り
ま
し
た
。
道
幅
の
時
期
的
変
遷
は
、
奈
良

時
代
で
は
九
〜
一
二
メ
ー
ト
ル
、
平
安
時
代
で
は

六
メ
ー
ト
ルへ
と
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

駅
路
に
は
、
律
令
制
下
の
駅
制
に
よ
っ
て
、

三
〇
里
ご
と
（
約
一
六
キ
ロ
）
に
駅う

ま
や家
を
置
く
こ

と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
下
野
国
内
に
は
、
足
利

郡
の
足
利
駅
、
都
賀
郡
の
三
鴨
駅
、
河
内
郡
の
田

部
駅
と
衣
川
駅
、
芳
賀
郡
の
新
田
駅
、
那
須
郡
の

磐
上
駅
と
黒
川
駅
の
七
カ
所
の
駅
家
が
設
置
さ

れ
、
各
駅
家
に
は
駅
馬
十
疋
が
常
備
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
設
置
さ
れ
た
詳
細
な
場
所
ま
で

は
記
録
に
残
っ
て
い
な
い
た
め
特
定
は
で
き
て
い
ま

せ
ん
。

　

駅
家
は
交
換
用
の
馬
、
宿
泊
、
休
憩
、
食
事

な
ど
を
提
供
す
る
施
設
で
す
。
駅
馬
利
用
の
許

可
証
（
駅
鈴
）
を
持
っ
た
特
定
の
役
人
が
、
駅

家
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
東
山
道

駅
路
と
駅
家
は
、
現
在
の
高
速
道
路
と
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
の
設
置
関
係
に
似
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

宇
都
宮
市
内
の
東
山
道

　

下
野
国
内
を
通
る
東
山
道
は
、
隣
国
の
上
野

国
と
陸
奥
国
を
結
ん
で
い
ま
す
。
発
掘
調
査
か

ら
、
推
定
東
山
道
ル
ー
ト
沿
い
に
は
、
官か

ん
が衙
（
古

代
の
役
所
）
遺
跡
や
関
連
遺
跡
が
多
く
み
つ
か
っ

て
い
ま
す
。

　

宇
都
宮
市
内
で
は
、
み
つ
か
っ
た
古
代
の
道
路

跡
や
関
連
遺
跡
か
ら
、
東
山
道
の
推
定
ラ
イ
ン

を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
か
で
も
、

宇
都
宮
市
と
上
三
川
町
に
ま
た
が
る
、
東と

う
や谷
・

中
島
地
区
遺
跡
群
（
権
現
山
・
杉
村
・
磯
岡
北
・

西
刑
部
西
原
遺
跡
）
で
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
は
、

総
調
査
距
離
約
一・
五
キ
ロ
に
及
び
、
全
国
屈
指

の
長
さ
と
い
え
ま
す
。
こ
の
遺
跡
群
は
、
平
成
八

年
（
一九
九
六
）
か
ら
六
年
間
、
宇
都
宮
市
イ
ン

タ
ー
パ
ー
ク
地
区
と
上
三
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ
地

区
の
開
発
に
と
も
な
い
、
栃
木
県
教
育
委
員
会

に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
道
路
跡

は
鬼
怒
川
と
田
川
に
挟
ま
れ
た
段
丘
上
に
位
置

し
、
南
西
か
ら
北
東
方
向
に
ほ
ぼ
ま
っ
す
ぐ
延
び

て
い
ま
す
。
両
側
側
溝
を
と
も
な
う
道
路
跡
の

道
路
幅
は
、
大
き
く
分
け
て
、
奈
良
時
代
が
低

位
台
地
上
で
約
一
四
メ
ー
ト
ル
、
低
湿
地
部
分
で

一
〇
～
一
二
メ
ー
ト
ル
、
平
安
時
代
で
約
六
メ
ー
ト

ル
に
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
道
路
は
北
上

す
る
と
琴
平
塚
古
墳
群
（
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
六
丁

目
）
に
行
き
あ
た
り
、
古
墳
の
墳
丘
を
避
け
て

道
路
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

琴
平
塚
１
号
墳
は
、
国
道
新
四
号
沿
い
の
公
園

内
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

似
た
よ
う
な
作
道
が
、
宇
都
宮
市
茂も

ば
ら原

町
と

上
三
川
町
上
神
主
に
ま
た
が
る
上
神
主
・
茂
原

官
衙
遺
跡
（
国
指
定
史
跡
）
か
ら
も
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
遺
跡
の
南
東
に
あ
る
浅
間
神
社
古

墳
と
の
間
を
ぬ
け
る
道
路
跡
は
、
や
は
り
墳
丘

を
避
け
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら

も
、
意
識
的
に
古
墳
を
残
し
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

ほ
か
に
も
宇
都
宮
市
内
で
は
、

東
谷
・
中
島
地
区
遺
跡
群
を
北
上

す
る
と
、上う

わ
の野

遺
跡
Ⅰ
（
平
出
町
）・

上
野
遺
跡
Ⅱ
（
平
出
町
）、
平
出

免
の
内
台
遺
跡
（
平
出
町
）
か
ら

道
路
跡
が
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
道

路
跡
は
、
お
お
ま
か
に
は
、
国
道

新
四
号
線
と
ベ
ル
モ
ー
ル
の
間
を
ま

っ
す
ぐ
南
北
に
走
っ
て
い
ま
す
。
鬼

怒
川
を
渡
る
手
前
付
近
に
所
在
す

る
釜
根
西
遺
跡
（
下
岡
本
）
や
日

枝
神
社
遺
跡
（
下
岡
本
）
か
ら

も
道
路
跡
が
み
つ
か
っ
て
お
り
、
こ

の
あ
た
り
が
渡
河
点
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宇
都
宮
市
竹
下
町
に
所

在
す
る
飛と

び
や
ま山

城
跡
（
国
指
定
史

跡
）
か
ら
は
、
全
国
で
初
め
て

「
烽と

ぶ


ひや家
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器

が
み
つ
か
り
ま
し
た
。
古
代
の「
の

ろ
し
」
に
関
わ
る
施
設
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
飛
山
城
跡
は
中
世
の

城
跡
で
、
鬼
怒
川
沿
い
の
台
地
上
に
位
置
し
、

非
常
に
展
望
が
よ
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
城
内

の
鬼
怒
川
に
接
す
る
西
崖
寄
り
の
と
こ
ろ
で
は
、

古
代
の
竪
穴
住
居
跡
が
十
二
軒
確
認
さ
れ
、
墨

書
土
器
は
、
そ
の
中
心
に
あ
る
竪
穴
住
居
跡
か

ら
出
土
し
ま
し
た
。
西
へ
二・五
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に

は
、
推
定
東
山
道
が
あ
り
ま
す
。
烽
は
緊
急
事

態
を
知
ら
せ
る
古
代
の
軍
事
通
信
で
す
の
で
、

東
北
と
の
国
境
で
あ
っ
た
下
野
国
の
重
要
性
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
東
山
道
の
活
用
期
間

　

藤
原
京
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
に
「
下
毛
野

国
足
利
郡
波
自
可
里
鮎
大
贄
一
古
参
年
十
月
廿

二
日
」
と
あ
り
ま
す
。
三
年
の
十
月
二
十
二
日

に
、
下
野
国
の
足
利
郡
か
ら
、
鮎
を
ひ
と
か
ご

進
上
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
参
年
（
三

年
）
は
大
宝
三
年
の
こ
と
と
さ
れ
る
の
で
、
東
山

道
は
こ
の
時
期
に
は
既
に
使
わ
れ
て
い
た
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
栃
木
県
内
で
推
定
東
山
道
と
呼
ば
れ

る
道
路
跡
は
、
両
側
に
側
溝
を
も
つ
道
幅
の
広
い

直
線
道
路
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。
推

定
と
し
て
い
る
理
由
に
は
、「
こ
の
道
が
東
山
道

で
す
」
と
いっ
た
こ
と
を
示
す
道
路
標
識
や
看
板

が
見
つ
か
って
い
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

道
路
跡
か
ら
出
土
す
る
遺
物
の
量
は
、
集
落

跡
か
ら
出
土
す
る
遺
物
に
比
べ
て
非
常
に
少
な
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
道
路
が
繰
り
返

し
修
理
さ
れ
、
溝
の
堆
積
物
も
定
期
的
に
取
り

払
わ
れ
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

東
谷
・
中
島
地
区
遺
跡
群
の
道
路
跡
で
は
、

九
世
紀
代
の
補
修
を
最
後
に
そ
れ
以
降
、
明
確

な
修
繕
の
跡
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
天
仁

元
年
（
一
一
〇
八
）
に
降
灰
し
た
火
山
灰
（
浅

間
Ｂ
）に
よ
って
完
全
に
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
以
前
に
廃
絶
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

下
野
国
内
の
東
山
道
駅
路
は
一
〇
世
紀
代
に
は

衰
退
し
、 

一
一
世
紀
に
は
廃
絶
し
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

東
山
道
と
宇
都
宮

　

現
在
の
宇
都
宮
は
、
上
三
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェン

ジ
と
宇
都
宮
市
の
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
地
区
に
も
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
交
通
・
物
流
の
要
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。
国
道
新
４
号
と
北
関
東
自
動
車
道
が

交
わ
る
場
所
は
、
現
在
、
広
大
な
商
業
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。
週
末
と
も
な
れ
ば
、
遠
方
か
ら

も
人
々
が
訪
れ
ま
す
。
時
代
は
違
い
ま
す
が
、

東
山
道
は
古
代
の
高
速
道
路
と
も
い
え
ま
す
。

宇
都
宮
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
地
区
を
訪
れ
る
際
に
、

古
代
の
東
山
道
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
面
白

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

1
推定東山道と関連遺跡

東谷・中島地区遺跡群推定東山道跡（栃木県教育委員会提供）

「烽家」墨書土器（宇都宮市教育委員会蔵）
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奥
大
道
と
は

  

通
常
、
道
の
名
前
は
そ
の
行
き
先
名
を
冠
す

る
場
合
が
一
般
的
で
す
。
た
と
え
ば
、
鎌
倉
街

道
な
ら
ば
鎌
倉
に
向
か
う
道
だ
し
、
東
京
街
道

な
ら
ば
東
京
に
向
か
う
道
と
い
っ
た
具
合
い
で

す
。
だ
と
す
る
と
、
奥お

く
だ
い
ど
う

大
道
と
は
ど
こ
に
向
か

う
道
を
意
味
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

じ
つ
は
私
た
ち
は
、
同
じ
よ
う
な
名
前
が
つ
い

た
一
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。

松
尾
芭ば

し
ょ
う蕉
の
『
奥
の
ほ
そ
道
』
で
す
。『
奥
の
ほ

そ
道
』
は
、
江
戸
時
代
の
俳
人
で
あ
る
芭
蕉
が

著
し
た
俳は

い
か
い諧

紀
行
文
で
、
元
禄
十
五
年

（
一
七
〇
二
）
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
元
禄
二
年

三
月
二
十
七
日
に
江
戸
深
川
を
出
発
し
た
芭
蕉

は
、
翌
日
以
降
に
室む

ろ

の
八や

し
ま島
（
栃
木
市
）、
日
光

山
、
那
須
野
が
原
、
雲う

ん
が
ん
じ

巌
寺
（
大
田
原
市
）
と

いっ
た
下
野
の
名
所
を
歴
訪
し
、
陸
奥
白
河
（
福

島
県
）
直
前
の
芦
野
で
は
「
田
一
枚
植
て
立
ち

去
る
柳
か
な
」
の
名
句
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

　
つ
づ
い
て
陸
奥
で
は
松
島
（
宮
城
県
）
や
平
泉

（
岩
手
県
）、
出
羽
で
は
象き

さ
か
た潟
（
秋
田
県
）
等
を

訪
ね
、
そ
の
後
は
日
本
海
沿
い
を
南
下
し
、
八

月
下
旬
に
美
濃
大
垣
（
岐
阜
県
）
ま
で
至
り
ま

し
た
。
そ
の
間
に
詠
ま
れ
た
「
夏
草
や
兵

つ
わ
も
のど
も

が
夢
の
跡
」（
平
泉
）、「
閑し

ず
か

さ
や
岩
に
し
み
入い

る

蝉

の
声
」（
出
羽
立
石
寺
）
な
ど
は
、
み
な
さ
ん
も

よ
く
ご
存
知
と
思
い
ま
す
。『
奥
の
ほ
そ
道
』は
、

芭
蕉
が
み
ち
の
く
（
陸
奥
）
一
帯
を
旅
し
た
さ
い

の
紀
行
文
に
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
奥
大
道
の

場
合
も
や
は
り
陸
奥
に
向
か

う
道
を
意
味
し
て
い
ま
し

た
。
た
だ
し
、
そ
の
道
は
け

っ
し
て「
ほ
そ
道
」で
は
な
く
、

「
大
道
」（
幅
の
広
い
道
路
）

だ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
ま

す
。
つ
ま
り
、
奥
大
道
と
は

陸
奥
に
向
か
う
中
世
の
幹
線

道
を
意
味
し
て
い
た
わ
け
で

す
。奥

大
道
の
経
路

　

そ
れ
で
は
、
奥
大
道
は
ど
こ

か
ら
が
ス
タ
ー
ト
で
、
ど
こ
が

ゴ
ー
ル
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

た
と
え
ば
、
鎌
倉
時
代
中
ご
ろ

の
建
長
八
年
（
一
二
五
六
）
に

幕
府
が
奥
大
道
で
の
夜
討
・
強

盗
蜂
起
に
関
し
、
そ
の
治
安

回
復
の
た
め
に
所
領
内
の
奥

大
道
の
宿

し
ゅ
く
し
ゅ
く々に
「
宿と

の
い
び
と

直
人
」

を
置
き
、
警
固
に
あ
た
る
こ
と
を
沿

道
の
御
家
人
に
命
じ
た
こ
と
が
幕
府

の
公
式
記
録
『
吾
妻
鏡
』
に
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
宿
と
は

街
道
沿
い
に
発
達
し
た
交
通
集
落

で
、
近
世
の
宿
場
の
前
身
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
に
御
家
人
の
家
臣
を
常

駐
さ
せ
て
、
当
時
宿
や
街
道
を
荒
ら

し
回
っ
て
い
た
夜
討
・
強
盗
を
防
が

せ
た
わ
け
で
す
。

　

そ
の
さ
い
に
幕
府
か
ら
こ
の
命
令
を
受
け
た
の

は
、
下
野
に
本
拠
を
も
つ
宇
都
宮
氏
、
小お

や
ま山
氏
、

薬
師
寺
氏
、
塩し

お
の
や谷
氏
、
氏
家
氏
、
芦
野
氏
、
福

原
氏
、
那
須
氏
ら
を
は
じ
め
、
そ
の
ほ
か
武
蔵
・

陸
奥
な
ど
の
御
家
人
も
含
め
た
二
四
人
で
し
た
。

奥
大
道
は
、
幕
府
の
所
在
地
で
あ
る
相
模
鎌
倉

（
神
奈
川
県
）
を
起
点
に
武
蔵
、
下
野
等
を
経

由
し
て
陸
奥
ま
で
つ
づ
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
そ
し
て
、
広
大
な
陸
奥
は
そ
の
南
端
が

白
河
、
北
端
は
当
時
の
国
境
で
も
あ
っ
た
外
が
浜

（
陸
奥
湾
）
な
の
で
、
当
然
な
が
ら
奥
大
道
も
外

が
浜
が
終
点
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
鎌
倉

～
外
が
浜
間
の
総
延
長
距
離
は
優
に
七
五
〇
キ

ロ
を
超
え
、
い
わ
ば
中
世
最
長
の
街
道
が
奥
大
道

で
し
た
。

　

受
命
し
た
御
家
人
の
名
字
か
ら
す
る
と
、
下

野
国
内
で
は
南
か
ら
小
山
～
薬
師
寺
（
下
野
市
）

～
児こ

や
ま山
（
下
野
市
）
～
宇
都
宮
～
氏
家
（
さ
く

ら
市
）
～
喜き

つ
れ
が
わ

連
川
（
さ
く
ら
市
）
～
福
原
（
大

田
原
市
）
～
黒く

ろ
ば
ね羽
（
大
田
原
市
）
～
芦
野
（
那

須
町
）
等
を
経
て
、
奥
大
道
は
陸
奥
へ
と
至
っ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
現
代
の
道
筋
で
い

え
ば
、
氏
家
以
南
は
国
道
４
号
、
以
北
は
喜
連

川
ま
で
は
国
道
２
９
３
号
、
ま
た
黒
羽
以
北
は

国
道
２
９
４
号
と
ほ
ぼ
重
な
り
ま
す
。

奥
大
道
の
実
態

  

以
上
の
よ
う
な
経
路
を
と
お
っ
て
、
は
る
ば
る

陸
奥
湾
ま
で
つ
づ
い
て
い
た
奥
大
道
で
す
が
、
当

時
の
大
道
と
は
ど
の
よ
う
な
実
態
を
も
っ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
、
鎌
倉
時
代
末
期

に
原
型
が
成
立
し
た
軍
記
物
語
『
真ま

な

ぼ

ん

名
本
曾そ

が我

物
語
』
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
ま

す
。「
大
道
広
き
処
に
て
は
馬
の
鼻
を
並
べ
て
搏も

み
に
搏
む
、
大
道
狭
き
処
に
て
は
馬
の
頭
を
と

が
り
矢
形
に
立
て
な
し
て
各
々
駒
を
早
め
て
急

ぎ
け
り
」。
つ
ま
り
、
幅
の
広
い
道
と
は
い

って
も
、
大
道
と
し
て
の
一
定
の
規
格
が
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
道

幅
に
も
ち
が
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
そ
の
点
は
、
現
代
の
国
道
が
片
側

一
車
線
か
ら
数
車
線
に
及
ぶ
も
の
ま
で
、

実
際
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョン
が

あ
る
こ
と
と
似
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

と
は
い
え
、
そ
れ
で
も
な
お
当
時
の
大

道
は
、「
大
道
狭
き
処
に
て
は
馬
の
頭
を

と
が
り
矢
形
に
立
て
な
し
て
各
々
駒
を
早

め
て
急
」
ぐ
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
「
と
が
り
矢
」
と

は
、「
先
端
が
鋭
く
尖
っ
て
い
て
、
そ
れ
に

続
け
て
幅
が
広
く
な
り
、
四
角
形
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
矢
」（『
邦
訳
日
葡
辞
書
』

岩
波
書
店
）
を
意
味
し
て
い
ま
し
た
。
つ

ま
り
、
先
頭
は
一
騎
駆
け
で
も
、
後
続

の
武
士
は
二
～
三
騎
で
併
走
す
る
隊
形
を

「
と
が
り
矢
形
」
と
称
し
て
い
た
わ
け
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
大
道
は
道
幅
が
狭
い
と
こ
ろ

で
も
馬
上
の
武
士
が
二
～
三
騎
で
併
走
す
る
こ
と

が
可
能
だ
っ
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
り
ま
す
。

  

そ
れ
で
は
、
馬
上
の
武
士
が
二
～
三
騎
で
併
走

す
る
た
め
に
は
、
最
低
限
ど
の
く
ら
い
の
道
幅
が

必
要
と
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
点
を
示
唆

す
る
の
が
、
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
に
豊
臣

秀
吉
が
小
田
原
（
神
奈
川
県
）
か
ら
宇
都
宮
、

つ
づ
い
て
会
津
（
福
島
県
）
に
大
軍
を
率
い
て
下

向
す
る
さ
い
に
沿
道
の
領
主
に
命
じ
た
命
令
書
で

す（「
伊
達
家
文
書
」
ほ
か
）。
命
令
書
に
は
「
当

表
（
小
田
原
）
よ
り
会
津
ま
で
横
三
間
の
海
道

を
作
る
べ
き
の
事
」
と
あ
っ
て
、
秀
吉
一
行
の
通

行
に
は
「
横
三
間
（
約
五・四
メ
ー
ト
ル
）」
の
道

幅
が
規
準
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

  

た
だ
し
、
道
幅
三
間
は
あ
く
ま
で
規
準
で
あ
っ

て
、
橋
や
峠
道
な
ど
の
交
通
の
難
所
で
は
三
間
幅

を
確
保
す
る
こ
と
が
現
実
に
む
ず
か
し
い
場
合

も
少
な
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
い
わ
ば

「
大
道
狭
き
処
」
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
の
さ
い
に

も
馬
上
の
武
士
二
～
三
騎
が
併
走
で
き
た
と
す

る
と
、
た
と
え
ば
現
代
の
騎
士
た
ち
が
併
走
す

る
競
馬
場
の
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ト
幅
は
約
〇
・

九
～
一・二
メ
ー
ト
ル
な
の
で
、
計
算
上
は
二・七
～

三・六
メ
ー
ト
ル
の
道
幅
が
あ
れ
ば
併
走
は
可
能
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
結
論
と
し
て
、
大
道
は

狭
く
て
も
二
間
弱
の
道
幅
を
有
し
て
い
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

奥
大
道
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
宇
都
宮

　

鎌
倉
か
ら
外
が
浜
に
至
る
奥
大
道
の
重
要
タ

ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
宇
都
宮
に
は
、
中
世
を
つ
う
じ

て
多
く
の
人
び
と
が
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
歴
史

的
な
著
名
人
と
し
て
は
、
秀
吉
以
外
に
も
①
源

頼
朝・義
経
兄
弟
、
②
北
畠
顕
家
、
③
徳
川
家
康・

伊
達
政
宗
ら
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
す
べ
て

東
北
地
方
で
の
用
件
に
絡
ん
で
宇
都
宮
に
立
ち
寄

っ
た
も
の
で
す
。

　

往
時
の
奥
大
道
は
、
宇
都
宮
城
の
東
側
低
地

の
田
川
西
岸
沿
い
を
北
上
し
、
す
で
に
鎌
倉
時

代
後
期
に
は
奥
大
道
沿
道
に
南
か
ら
小こ

た

は

し

田
橋
・

中
河
原
・
上
河
原
の
三
宿
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
田
川
の
東
岸
に
も
宿
郷
が
成
立
す

る
な
ど
、
宿
場
町
と
し
て
活
況
を
呈
し
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

も
と
も
と
宇
都
宮
は
、
下
野
一
宮
た
る
宇
都

宮
明
神
（
二
荒
山
神
社
）
に
由
来
し
、
そ
の
宇

都
宮
明
神
の
神
官
を
つ
と
め
る
鎌
倉
御
家
人
の

名
字
と
な
り
、
つ
い
に
は
宇
都
宮
明
神
一
帯
を
さ

す
地
名
と
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
って
、
宇
都
宮

明
神
の
南
麓
に
形
成
さ
れ
た
門
前
町
も
宇
都
宮

と
称
さ
れ
た
ほ
か
、
中
世
宇
都
宮
氏
の
城
館
も

や
は
り
宇
都
宮
城
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

宇
都
宮
明
神
の
門
前
町
で
あ
り
、
ま
た
中
世

宇
都
宮
氏
の
城
下
町
で
も
あ
っ
た
宇
都
宮
で
す

が
、
奥
大
道
の
宿
場
町
と
し
て
発
展
す
る
に
と

も
な
い
、
一
挙
に
関
東
を
代
表
す
る
中
世
都
市
へ

と
成
長
し
ま
す
。
そ
し
て
同
じ
こ
ろ
に
宇
都
宮
一

族
を
中
心
と
す
る
和
歌
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
宇
都

宮
歌
壇
は
、
京
都
・
鎌
倉
歌
壇
と
と
も
に
隆
盛

期
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
中
世
日

本
の
首
都
京
都
、
そ
し
て
武
士
の
都
鎌
倉
に
も

比
肩
し
う
る
よ
う
な
文
化
力
・
経
済
力
を
宇
都

宮
が
具
備
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
ら

を
宇
都
宮
に
も
た
ら
し
て
く
れ
た
の
が
東
日
本
に

お
け
る
最
重
要
幹
線
道
の
一
つ
、
奥
大
道
だ
っ
た

と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
世 

奥
大
道

栃
木
県
立
博
物
館　
江
田 

郁
夫
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日
光
・
奥
州
道
中
と
は

　

徳
川
家
康
に
よ
る
江
戸
幕
府
の
成
立
は
、
鎌

倉
を
起
点
と
し
た
か
つ
て
の
陸
上
交
通
網
を
完

全
に
終
わ
ら
せ
、
新
た
に
江
戸
（
日
本
橋
）
を

起
点
と
す
る
五
街
道
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
五

街
道
と
は
、京
都
と
江
戸
を
つ
な
ぐ
「
東
海
道
」・

「
中な

か
せ
ん
ど
う

山
道
」、
江
戸
と
聖
地
日
光
を
結
ぶ
「
日

光
道
中
」、
関
東
と
奥
州
を
つ
な
ぐ
「
奥
州
道

中
」、
江
戸
か
ら
八
王
子
（
東
京
都
）・

甲
府
（
山
梨
県
）
を
抜
け
て
下
諏
訪

（
長
野
県
）
で
「
中
山
道
」
に
合
流

す
る
「
甲
州
道
中
」
の
こ
と
を
言
い
、

基
幹
道
路
と
し
て
、
幕
府
の
道
中
奉

行
が
管
轄
し
ま
し
た
。

　

下
野
で
は
、五
街
道
の
う
ち
、日
光・

奥
州
道
中
が
通
って
い
ま
し
た
。
日
光

道
中
は
千
住
（
東
京
都
）
よ
り
宇
都

宮
ま
で
の
十
七
宿
に
徳
次
郎
（
宇
都

宮
市
）
か
ら
鉢
石
（
日
光
市
）
ま
で

の
四
宿
を
加
え
た
二
一
宿
で
江
戸
～

日
光
坊
中
間
の
距
離
は
、
約
一
四
三

キ
ロ
あ
り
ま
す
。
江
戸
本
郷
追
分（
東

京
都
）
で
中
山
道
と
分
か
れ
、
岩

淵
～
川
口
～
鳩
ヶ
谷
～
大
門
～
岩
槻

を
経
て
幸
手
に
至
る
日
光
御お

な
り成
街
道

（
御
成
道
）、
喜
沢
か
ら
西
北
方
面
へ

分
か
れ
、
飯
塚
～
壬
生
～
楡
木
～
奈

佐
原
～
鹿
沼
～
文
挟
～
板
橋
を
経
て

今
市
に
至
る
日
光
道
中
壬
生
通
り
が

脇
往
還
と
し
て
附
属
し
て
い
ま
す
。

　

奥
州
道
中
は
厳
密
に
は
宇
都
宮
以

北
の
白
沢
（
宇
都
宮
市
）～
白
河
（
福

島
県
）
ま
で
の
十
宿
で
距
離
は
約

八
四
キ
ロ
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
那

珂
川
を
挟
ん
で
東
西
に
位
置
す
る
越

掘・鍋
掛
の
両
宿
は
、
そ
れ
ぞ
れ
上
り・

下
り
の
片
継
駅
と
な
って
い
ま
す
。

　

日
光
道
中
の
千
住
～
宇
都
宮
に
至

る
十
七
宿
は
、
機
能
上
、
奥
州
道
中

も
兼
ね
て
属
す
る
も
の
で
す
が
、
こ

の
区
間
を
あ
え
て
「
日
光
道
中
」
と

公
称
し
た
こ
と
は
、
日
光
に
鎮
座
す

る
江
戸
幕
府
の
開
祖
・
徳
川
家
康
の
祖そ

び
ょ
う廟
を
祀

る
日
光
東
照
宮
の
重
さ
を
示
す
も
の
と
言
え
ま

す
。
ま
た
、正
徳
六
年（
一
七
一
六
）に
幕
府
が「
五

街
道
文
字
之
事
」
で
、
東
海
道
は
海
端
を
通
る

か
ら
海
道
の
ま
ま
と
し
ま
し
た
が
、
海
道
で
は
な

い
日
光・奥
州・甲
州
の
三
海
道
は
「
日
光
道
中
」・

「
奥
州
道
中
」・「
甲
州
道
中
」
と
改
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
日
光
・
奥
州
道
中
の
経
路

　

日
光
道
中
は
日
本
橋
を
起
点
と
し
て
、
千
住

（
東
京
都
）
～
草
加
（
以
下
埼
玉
県
）
～
越
ヶ

谷
～
粕
壁
～
杉
戸
～
幸
手
～
栗
橋
に
至
り
ま

す
。
現
代
の
路
線
で
い
え
ば
、
千
住
～
杉
戸
間
の

ル
ー
ト
は
東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン
（
北
千
住

～
東
武
動
物
公
園
間
）、
杉
戸
～
栗
橋
間
は
東

武
日
光
線
（
東
武
動
物
公
園
～
栗
橋
間
）
沿
線

に
な
り
ま
す
。

　

栗
橋
～
中
田
（
茨
城
県
）
間
に
は
利
根
川
が

あ
り
ま
す
が
、
橋
が
な
か
っ
た
た
め
、
船
で
渡
り

ま
し
た
。
ち
な
み
に
将
軍
が
日
光
に
参
詣
す
る

行
事
・
日
光
社
参
の
際
に
は
、
五
十
艘
以
上
の

船
を
並
べ
て
筵
等
を
敷
い
た
臨
時
の
橋
「
船
橋
」

を
架
け
て
渡
り
ま
し
た
。
さ
て
、川
を
渡
っ
た
後
、

中
田
（
茨
城
県
）
を
過
ぎ
る
と
古
河
（
茨
城
県
）

に
至
り
ま
す
。

　

古
河
か
ら
北
上
し
、
下
野
に
入
っ
て
か
ら
は
、

野
木
（
野
木
町
）
～
間
々
田
（
以
下
小
山
市
）

～
小
山
～
喜
沢
～
新
田
～
小
金
井
（
以
下
、
下

野
市
）
～
石
橋
～
雀
宮
（
以
下
宇
都
宮
市
）
～

宇
都
宮
と
続
き
ま
す
。
現
代
の
道
筋
で
い
う
と
、

野
木
か
ら
宇
都
宮
付
近
ま
で
は
国
道
4
号
と
ほ

ぼ
重
な
る
ル
ー
ト
を
通
って
い
ま
す
。

　

宇
都
宮
か
ら
は
北
西
方
向
、一
路
日
光
へ
と
向

か
い
ま
す
。
徳
次
郎
（
宇
都
宮
市
）
～
大
沢
（
以

下
日
光
市
）
～
今
市
そ
し
て
聖
地
日
光
山
の
宿

場
鉢
石
宿
に
至
り
ま
す
。
現
在
の
道
筋
で
い
う

と
宇
都
宮
の
清
住
町
通
り
を
を
北
上
し
、
国
道

1
1
9
号
と
ほ
ぼ
重
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
奥
州
道
中
は
宇
都
宮
の
伝
馬
町
で
日

光
道
中
と
分
岐
し
、
宇
都
宮
明
神
（
宇
都
宮
二

荒
山
神
社
）
の
門
前
を
通
過
し
、
上
河
原
町
よ

り
北
上
し
ま
す
。
白
沢
～
氏
家
（
以
下
さ
く
ら

市
）
間
の
上
阿
久
津
付
近
で
鬼
怒
川
を
船
で
渡

り
、
喜
連
川
～
佐
久
山
（
以
下
大
田
原
市
）
～

大
田
原
～
鍋
掛
（
以
下
那
須
塩
原
市
）
～
越
掘

～
芦
野
（
那
須
町
）
～
白
坂
（
以
下
白
河
市
）

そ
し
て
白
河
に
至
り
ま
す
。
現
代
の
道
筋
で
言

う
と
、
県
道
1
2
5
号
線
で
白
沢
ま
で
、
白
沢

か
ら
は
鬼
怒
川
沿
い
へ
進
み
、
鬼
怒
川
を
渡
っ
て

か
ら
は
、
県
道
1
2
5
号
線
に
入
り
北
上
し
、

国
道
4
号
を
横
切
っ
て
氏
家
へ
入
り
ま
す
。
氏

家
か
ら
は
国
道
2
9
3
号
に
沿
っ
て
進
み
、
途

中
旧
道
に
入
っ
た
後
、
県
道
24
号
線
、
県
道
48

号
線
を
進
み
ま
す
。
大
田
原
か
ら
は
県
道
72
号

線
を
進
み
、
芦
野
へ
至
り
ま
す
。
芦
野
か
ら
は

国
道
2
9
4
号
と
ほ
ぼ
重
な
る
道
を
進
み
、
白

河
へ
と
到
達
し
ま
す
。

日
光
・
奥
州
道
中
の
実
態

　
「
日
光
道
中
宿し

ゅ
く
そ
ん
た
い
が
い
ち
ょ
う

村
大
概
帳
」（
天
保
十
四
年
）

に
よ
る
と
、
日
光
・
奥
州
道
中
の
道
幅
は
、
狭
い

と
こ
ろ
で
二
間
（
約
三・六
メ
ー
ト
ル
）、
広
い
と
こ

ろ
で
五
間
（
約
九・一
メ
ー
ト
ル
）
で
、
平
均
す
る

と
三
～
四
間
（
約
五・五
～
七・三
メ
ー
ト
ル
）
程

度
の
と
こ
ろ
が
多
い
と
い
え
ま
す
。
日
光
道
中
と

奥
州
道
中
の
分
岐
点
に
あ
た
る
伝
馬
町
か
ら
北

に
延
び
る
清
住
町
通
り
（
宇
都
宮
市
）
や
日
光

杉
並
木
街
道
は
、
現
在
で
も
面
影
が
残
っ
て
い
ま

す
。

　

奥
州
道
中
・
宇
都
宮
以
南
の
日
光
道
中
は
、

下
野
北
部
や
東
北
諸
藩
が
参
勤
交
代
の
大
名

が
用
い
た
街
道
で
す
。
参
勤
交
代
と
は
、
領
国

と
江
戸
を
一
定
期
間
交
代
で
参
勤
し
た
制
度
で

す
。
行
列
の
人
数
は
家
格・石
高
に
応
じ
て
異
な
っ

て
い
ま
す
が
、
数
万
石
程
度
の
小
さ
い
藩
で
数
百

人
、
六
〇
万
石
を
超
え
る
伊
達
家
で
は
二
千
人

強
の
人
数
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
参
勤
交

代
だ
け
で
も
三
〇
を
超
え
る
藩
が
通
行
し
、
宿

泊
・
飲
食
等
を
し
た
こ
と
で
道
中
の
宿
は
繁
栄
し

ま
し
た
。
ま
た
、道
中
は
物
資（
米
や
商
品
作
物
）

の
輸
送
路
に
も
な
っ
て
お
り
、
東
北
や
下
野
北
部

か
ら
運
ば
れ
て
き
た
大
量
の
物
資
が
阿
久
津
（
さ

く
ら
市
）・
板
戸
（
宇
都
宮
市
）
等
の
鬼
怒
川
の

河か

し岸
（
川
の
港
）
で
船
に
載
せ
ら
れ
、
江
戸
に

到
達
し
ま
し
た
。
一
方
、
江
戸
で
購
入
さ
れ
た

物
資
も
水
路
を
通
っ
て
河
岸
に
運
ば
れ
、
道
中

を
経
由
し
て
各
地
に
運
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
幹
線
道
路
で
あ
っ
た
日
光
・
奥
州
道
中
は
、
多

く
の
人
と
物
が
行
き
交
って
い
ま
し
た
。

日
光
・
奥
州
道
中
と
宇
都
宮

　

江
戸
時
代
に
入
り
、
宇
都
宮
城
と
城
下
の
改

造
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
特
に
大
き
な
改
造
を

施
し
た
の
は
、
幕
府
の
重
臣
本
多
正ま

さ
ず
み純

と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
城
の
東
側
を
通
る
奥
大
道
か
ら

城
の
西
側
に
新
町
（
熱
木
町
・
歌
橋
町
・
大
黒
町
・

蓬
莱
町
・
茂
破
町
・
引
路
町
・
新
石
町
）
を
開
き
、

こ
れ
ら
の
町
を
通
る
迂
回
ル
ー
ト
に
改
め
、
日
光

道
中
と
奥
州
道
中
の
分
岐
点
の
伝
馬
町
に
元
石

町
か
ら
問
屋
場
を
移
設
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
日
光
道
中
沿
い
に
町
場
が

広
が
り
、
繁
栄
を
見
せ
ま
し
た
。
天
保
十
四
年

（
一
八
四
三
）
の
宇
都
宮
宿
の
人
口
は
六
四
五
七

人
・
宿
内
惣
家
数
は
一
二
一
九
軒
で
、
日
光
道

中
で
は
千
住
（
東
京
都
）
に
次
ぐ
人
口
・
家
数

の
多
さ
で
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
宇
都
宮
に
は
主
要
幹
線
道
路

「
五
街
道
」
の
う
ち
、
日
光
道
中
・
奥
州
道
中

が
通
っ
て
い
ま
し
た
。
中
世
に
は
鎌
倉
と
奥
州
を

つ
な
ぐ
中
継
点
の
一
つ
で
し
た
が
、
そ
こ
に
聖
地

日
光
へ
至
る
ル
ー
ト
へ
の
分
岐
点
と
い
う
重
要
な

役
割
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
ま
す
ま
す
宇
都

宮
の
重
要
性
が
高
ま
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

栃
木
県
立
博
物
館
で
は
、「
下
野
の
鎌
倉
街

道-

道
を
行
き
交
う
人
と
物-

」
を
六
月

十
六
日
（
日
）
ま
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
期

間
中
イ
ベ
ン
ト
も
多
数
催
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

近
世 

日
光・
奥
州
道
中

栃
木
県
立
博
物
館　
飯
塚 

真
史

3

近世下野の五街道と主な脇街道  　

日光街道ルネッサンス 21 推進委員会編　2003『栃木の日光街道 荘厳なる聖地への道』　日光街道ルネサンス 21 推進委員会掲載図を転載

日光道中絵図　第六巻〈宇都宮宿・日光道中と奥州道中の分岐点〉（当館蔵）

特集  宇都宮を通った諸街道

現在の上河原町
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第
37
回
通
常
総
会
を
開
催

青
年
部
だ
よ
り

　

第
37
回
通
常
総
会
を
４
月
25
日

（
木
）、
市
内
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

平
成
30
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決

算
報
告
、
２
０
１
９
年
度
事
業
計
画

（
案
）・
収
支
予
算（
案
）が
提
出
さ
れ
、

す
べ
て
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
は
元
号
も
令
和
に
か

わ
り
、
新
た
な
気
持
ち
で
第
一
歩
を

踏
み
出
す
年
と
な
り
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
の
青
年
部
は
神
宮

祥
臣
会
長
の
も
と
、「
一
期
一
会
〜
今
、

Ｙ
Ｅ
Ｇ
す
べ
て
の
機
会
を
全
力
で

〜
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
青
年

部
メ
ン
バ
ー
と
の
出
会
い
・
例
会
・

事
業
・
委
員
会
等
す
べ
て
の
機
会
が

　

研
修
親
睦
会
と
し
て
、
4
月
17
日

（
水
）、
福
島
県
三
春
町
、
白
河
市
方

面
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

第
一
目
的
地
の
三み

は
る
た
き
ざ
く
ら

春
滝
桜
を
め
ざ

し
て
高
速
道
路
に
乗
れ
ば
、
右
に
左

に
春
爛
漫
!!
桜
の
花
や
菜
の
花
を
車

窓
か
ら
眺
め
、
持
参
し
た
お
や
つ
を

ほ
お
ば
り
、
時
間
に
追
わ
れ
る
日
常

を
忘
れ
て
、
参
加
者
と
楽
し
く
会
話

し
な
が
ら
目
的
地
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

三
春
町
に
着
く
と
、
た
く
さ
ん
の

人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
滝
桜

と
言
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
樹
齢

１
０
０
０
年
の
ベ
ニ
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ

（
紅
枝
垂
桜
）を
見
た
瞬
間
に
滝
に
打

た
れ
る
感
覚
を
覚
え
、
車
中
に
ぎ
や

一
生
に
一
度
限
り
と
心
得
て
、
メ
ン

バ
ー
１
人
ひ
と
り
が
持
っ
て
い
る
チ

カ
ラ
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
全
力
で

積
極
的
に
活
動
す
る
こ
と
、
さ
ら
に

組
織
を
活
性
化
し
、
お
互
い
を
高
め
、

メ
ン
バ
ー
が
一
丸
と
な
っ
て
成
し
遂

げ
る
経
験
を
積
む
こ
と
が
社
業
を
通

じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
に

繋
が
る
と
確
信
し
て
、
１
年
間
活
動

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

通
常
総
会
後
に
は
、
同
会
場
に
て

懇
親
会
を
開
催
し
、
増
渕
会
頭
を
は

じ
め
歴
代
会
長
ほ
か
多
く
の
皆
さ
ま

に
ご
臨
席
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
各
委
員
会
の
委
員

長
に
２
０
１
９
年
度
の
決
意
表
明
を

き
き
、
熱
い
意
気
込
み
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

（
総
務
広
報
委
員
会　

委
員
長　

木
村　

健
太
郎
）

か
だ
っ
た
の
が
嘘
の
よ
う
に
全
員
言

葉
が
出
ず
、
た
だ
た
だ
感
動
す
る
ば

か
り
で
し
た
。
そ
の
後
、
滝
桜
の
前

で
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。
ふ
だ
ん

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
良
い
顔
を
し

た
写
真
が
撮
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル

の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食

べ
ま
し
た
。
品
数
が
多
い
の
に
は

び
っ
く
り
！ 

味
も
と
て
も
良
く
、
い

つ
ま
で
も
食
べ
て
い
ら
れ
そ
う
で
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
、
隣
接
さ
れ
て
い
る

ハ
ー
ブ
園
を
見
学
し
て
、
お
買
い
物

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

第
二
目
的
地
の
白
河
南
湖
公
園

も
、
春
爛
漫
の
景
色
が
広
が
っ
て
い

ま
し
た
。
桜
の
下
を
走
り
、
車
窓
か

ら
湖
を
見
て
、
桜
を
見
て
日
ご
ろ
の

雑
音
を
忘
れ
て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時

間
を
す
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
者
し
た
福
田
会
長
を
は

じ
め
と
す
る
７
人
が
、
親
睦
を
深
め

た
こ
と
で
、
会
員
双
互
の
信
頼
関
係

や
絆
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
き
っ

と
、
み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
え
る
、

そ
ん
な
環
境
づ
く
り
に
も
役
に
立
っ

た
と
思
い
ま
す
。

（
総
務
委
員
会委

員
長　

川
渕　

和
子
）

春
爛
漫
！！
三
春
の
滝
桜

女
性
部
だ
よ
り

新
入
会
員
の
紹
介

平
成
30（
２
０
１
８
）年
12
月
12
日
～
平
成
31（
２
０
１
9
）年
3
月
15
日
に

ご
加
入
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

事業所の名称 所 在 地 電   話 取扱品目
行政書士川村光典まほろば法務事務所 宇都宮市駅前通り２－２－２６ 028-307-4287 サービス（行政書士）

㈱ＵＴＳＵＮＯＭＩＹＡ７８２２ 宇都宮市宮園町８－８ベロカフェ２Ｆ 028-637-7823 サービス（写真撮影、デザイン）

㈱山久  ビックミート山久鶴田町店 宇都宮市鶴田町３０８３ 028-638-0101 小売（精肉、チーズ）

㈱友愛保険代理サービス 宇都宮市三番町３－３６ 028-680-5174 金融・保険（損害保険・生命保険代理店）

タナカ建装㈱ 宇都宮市宝木本町１１７２ 028-666-4263 建設（塗装工事）

古河産業㈱北関東支店 宇都宮市大通り４－１－２０けやき通りビル２Ｆ 028-622-5651 卸売（銅製品、アルミニウム製品等）

㈱Ｔ＆Ｎビルダー 宇都宮市海道町５１６－１ 028-612-8166 建設（仮設足場工事）

㈱Ｈ．Ｋ．Ｓ 宇都宮市平出町４２５－１ 028-613-6610 サービス（人材派遣）

㈲横須賀電機商会 宇都宮市東塙田１－５－１２ 028-908-5080 サービス（レコーディングスタジオ）

グレイス 宇都宮市東宿郷２－１６－８タカヲイン１０１ 080-6591-7458 サービス（美容室）

㈲シオヤハウス宇都宮営業所 宇都宮市今泉町４１７－１サーパス今泉第３-５０３号 028-622-2681 建設（一般住宅設計、施工）

錦鋼業 宇都宮市錦３－９－１９ロジュマンドフォーレＤ１０２ 090-3245-9249 製造（鉄骨加工）

カノンコーポレーション 塩原郡高根沢町宝積寺２４５０－２６ プリマヴェーラ２０２ 090-2983-3737 小売（中古車、重機、農機）

イーハトーヴ田口行政書士事務所 宇都宮市岩曽町１１６９－１あさひレジデンス五番館１０１ 028-612-5795 サービス（行政書士）

住屋 宇都宮市上戸祭町２８３４－１４８ 0120-954-061 建設（一般住宅の新築、リフォーム）

ｓｙｒａｈａ 宇都宮市吉野１－１０－１７メゾン・ド・フジＤ 028-612-7214 サービス（美容室）

㈱ＴＤＳ 宇都宮市下田原町２８７６－２５ 028-902-9510 建設（一般電気工事、通信・ネットワーク工事）

 Ｂ．Ｂ．ＷＯＲＫＳ 宇都宮市川俣町４６８－２４ 028-662-4786 サービス（自動車修理、販売）

㈱ヒト・コミュニケーションズ宇都宮営業所 宇都宮市馬場通り２－１－１ ＮＭＦ宇都宮ビル６Ｆ 028-651-6366 サービス（人材サービス、研修）

とりまる 宇都宮市中央３－３－３ 028-612-6577 飲食（居酒屋）

平成 30（2018）年12月12日～平成 31（2019）年3月15日加入分（順不同・敬称略） ※公開不可の事業所は掲載していませんので、ご了承ください。
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平
成
31（
２
０
１
９
）年
度
の
当

所
年
会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
所
定

の
期
日
ま
で
に
ご
納
入
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
納
入
い
た
だ
き
ま
し
た
年
会
費
は
、

当
所
の
事
業
運
営
や
経
営
支
援
体

制
の
充
実
な
ど
、
地
域
経
済
の
発
展

の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

な
お
、
年
会
費
の
口
座
振
替
を
ご

利
用
の
方
で
、
新
た
に
領
収
書
を
ご

希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
面
倒
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
総
務
部
会
員
担
当
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い（
す
で
に
領
収

書
の
発
行
を
申
し
込
ん
で
い
る
方
は
、

本
年
度
も
同
様
に
発
行
し
ま
す
）。

年
会
費
納
入
の
御
礼

平
成
31（
２
０
１
９
）年
度

商
工
会
議
所
年
会
費
納
入
の
御
礼

すばらしい三春滝桜の前で記念写真

第37回通常総会の様子

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

当
所
議
員
3
人
の
職
務
執
行
者
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

日本通運株式会社宇都宮支店
支店長

東　順治氏
（平成 31年 4月 15日付）

日本通運株式会社宇都宮支店
支店長

小泉　芳久氏

レオン自動機株式会社
取締役管理本部長兼食品事業部長

小林　幹夫氏
（令和元年 5月 10日付）

レオン自動機株式会社
代表取締役社長

田代　康憲氏

村田発條株式会社
代表取締役社長

安在　裕志氏
（平成 31年 2月 27日付）

村田発條株式会社
相談役

髙橋　純夫氏



会員登録
情報の変更
について

問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131
社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務所の移動による住所の変更、代表者または
支店長の変更などが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡をお願いします。

会 員 情 報 変 更 が あ り ま し た ら ご 一 報 く だ さ い！

1011 June  2019

■
ま
ち
ゼ
ミ
と
は
何
？

　

商
店
主
が
講
師
と
な
り
、
プ
ロ
な

ら
で
は
の
専
門
的
知
識
や
情
報
、
コ

ツ
を
無
料
で
受
講
者（
お
客
さ
ま
）に

お
伝
え
す
る
少
人
数
制
の
ゼ
ミ
で
す
。

お
店
の
特
徴
を
伝
え
、
お
客
さ
ま
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、

店
主
や
ス
タ
ッ
フ
の
人
柄
を
感
じ
て

も
ら
い
、
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
ま
ち
ゼ
ミ
を
実
施
す
る
メ
リ
ッ
ト

①
ま
ち
ゼ
ミ
を
通
し
て
お
客
さ
ま

が
来
店
す
る
き
っ
か
け
を
作
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
新
規
顧
客
を

獲
得
す
る
機
会
に
な
り
ま
す
。

②
ま
ち
ゼ
ミ
で
広
報
チ
ラ
シ
を
作
成

す
る
の
で
、
お
店
の
知
名
度
が
上

が
り
ま
す
。

③
お
客
さ
ま
に
自
分
の
お
店
や
店
主

の
人
柄
を
知
っ
て
も
ら
え
る
の
で
、

次
回
の
来
店
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
り

ま
す
。

■
講
座
内
容

　

お
店
の
専
門
知
識
だ
け
で
な
く
、

自
分
の
趣
味
に
つ
い
て
の
専
門
知
識

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

自
由
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

《
第
８
回
ま
ち
ゼ
ミ
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
》

【
開
催
期
間
】

８
月
31
日（
土
）
〜
９
月
30
日（
月
）

※
本
期
間
中
に
各
店
の
都
合
に
あ
わ

せ
た
日
程
を
設
定

【
募
集
締
切
】 

７
月
19
日（
金
）

【
概
要
説
明
会
】 

６
月
18
日（
火
）

【
お
客
さ
ま
の
受
講
申
込
開
始
日
】

８
月
24
日（
土
）

【
費
用
負
担
】

チ
ラ
シ
掲
載
料
と
し
て
参
加
費
を
い

た
だ
き
ま
す（
会
員
８
、０
０
０
円
、

非
会
員
１
６
、０
０
０
円
）。

た
だ
し
、
初
参
加
の
方
に
限
り
、
１

枠
の
価
格
で
２
講
座
分
の
掲
載
枠
を

提
供
し
ま
す
。

　

初
め
て
の
参
加
を
お
考
え
の
方
は
、

商
工
会
議
所
宛
て
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
説
明
会
に
つ
い
て
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
連
絡
事
項
を
ご
案
内
し
ま
す
。

第
8
回
宇
都
宮
ま
ち
ゼ
ミ

大
好
評
の「
宇
都
宮
ま
ち
ゼ
ミ
」

今
年
も
開
催
し
ま
す
！
（
参
加
店
募
集
）

地
域
振
興
部
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地
域
振
興
部　
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毎
年
恒
例
の「
オ
リ
オ
ン
七
夕
ま

つ
り
」が
、
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

七
夕
飾
り
の
出
展
者
を
募
集
し

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
個
性
豊
か
な

作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
開
催
期
間
】

８
月
２
日（
金
）〜
５
日（
月
）

【
会
場
】

オ
リ
オ
ン
通
り

【
募
集
対
象
】

学
校
・
幼
稚
園
・
個
人
・
企
業
・
団

体
等
。
市
内
・
外
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
飾
付
方
法
】

次
の
ど
ち
ら
か
の
方
法
に
な
り
ま
す
。

「
竹
竿
」に
飾
り
つ
け
る

「
バ
ト
ン
」に
飾
り
つ
け
る

【
作
品
素
材
】

商
店
街
の
高
所
に
取
り
付
け
る
た
め
、

通
行
人
に
危
険
が
な
い
こ
と
が
前
提

で
す
。
金
属
や
ガ
ラ
ス
が
含
ま
れ
る

も
の
、
重
量
が
あ
る
も
の
等
は
飾
り

つ
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
参
加
料
】

無
料（
た
だ
し
、
作
品
制
作
・
搬
入
・

搬
出
に
係
る
費
用
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
）

【
飾
付
作
業
日
時
】

８
月
１
日（
木
）

午
前
７
時
〜
9
時
、
午
後
７
時
〜
９
時

【
表
彰
】

◎
表
彰
式

　

8
月
4
日（
日
）午
後
2
時

◎
オ
リ
オ
ン
賞
１
本（
10
万
円
）

◎
特
別
賞
５
本（
２
万
円
）

◎
優
秀
賞
５
本（
１
万
円
）

◎
努
力
賞
５
本（
５
千
円
）

【
申
込
方
法
】

申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
な
ど
で
当
所
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書

は
当
所
窓
口
や
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
入
手
で
き
ま
す
。

【
申
込
締
切
】

７
月
16
日（
火
）

【
主
催
】

オ
リ
オ
ン
七
夕
ま
つ
り
実
行
委
員
会

オ
リ
オ
ン
七
夕
ま
つ
り

七
夕
飾
り
の
出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
！

平成30（2018）年度オリオン七夕まつり
最優秀賞「オリオン賞」受賞作品
（認定しらゆりこども園）

地
域
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興
部
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宇
都
宮
ゑ
び
す
市
事
業
で
は
、
創

業
ま
も
な
い
企
業
や
、
新
商
品
を
開

発
し
た
企
業
に
対
す
る
販
路
開
拓
の

支
援
を
目
的
と
し
た
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
・
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
新
商
品
の
販
売
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
応
募
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

《
宇
都
宮
ゑ
び
す
市
開
催
概
要
》

①
オ
リ
オ
ン
通
り
内
施
設
へ
の
出
店

 

９
月
６
日（
金
）〜
８
日（
日
）

ま
た
は
12
月
13
日（
金
）〜
15
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

◎
会
場　

オ
リ
オ
ン
A
C
ぷ
ら
ざ

（
宇
都
宮
市
江
野
町
３
-10
）

◎
店
舗
面
積　

63
㎡

◎
出
店
募
集
数　

８
店
舗（
４
店
舗

×
２
回
）

※
出
店
条
件

開
催
日
す
べ
て
に
出
店
で
き
る
方
に

限
り
ま
す
。

②
秋
の
商
業
祭（
宮
の
市
）へ
の
出
店

11
月
２
日（
土
）、
３
日（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

◎
会
場　

バ
ン
バ
通
り

◎
店
舗
面
積　

テ
ン
ト
１
張
り（
２
・

７
ｍ
×
３
・
６
ｍ
）

◎
出
店
募
集
数　

３
店
舗

【
出
店
料
】

１
０
、０
０
０
円（
税
込
）

※
各
出
店
に
か
か
る
出
店
料
で
す
。

什
器
・
備
品
な
ど
に
か
か
る
費
用
は

各
自
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

【
出
店
対
象
者
】

宇
都
宮
商
工
会
議
所
会
員
企
業
で
、

創
業
５
年
以
内
の
企
業
お
よ
び
、
過

去
２
年
以
内
に
新
た
な
商
品
を
開
発

し
た
企
業
な
ど
。

【
申
込
】

地
域
振
興
部
あ
て
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

宇
都
宮
ゑ
び
す
市
事
業

新
商
品
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・

テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す秋の商業祭（宮の市）への出店風景

商談会の様子

地
域
振
興
部
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本
商
談
会
は
、
東
京
商
工
会
議
所

を
中
心
に
、
全
国
35
商
工
会
議
所
に

よ
る
共
催
で
実
施
し
ま
す
。

　

発
注
企
業
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
受

注
希
望
企
業
の
中
か
ら
、
商
談
希
望

企
業
を
決
め
、
完
全
事
前
予
約
制
で

行
い
ま
す
。
事
前
の
情
報
提
供
が
あ

る
た
め
、
精
度
の
高
い
商
談
が
行
え

ま
す
。
商
談
に
至
ら
な
け
れ
ば
参
加

費
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

〈
募
集
概
要
〉

【
開
催
日
】10
月
18
日（
金
）

【
会
場
】

Ｔ
Ｆ
Ｔ
ビ
ル
東
館
内
会
議
室

（
東
京
都
江
東
区
有
明
３
-６
-11
）

【
参
加
費
】

◎
発
注
企
業
：
無
料

◎
受
注
希
望
企
業
：
エ
ン
ト
リ
ー

は
無
料
。
商
談
会
参
加
が
決
定
し
た

場
合
、
会
員
企
業
１
千
円
／
件
、
非

会
員
企
業
２
千
円
／
件

【
商
談
テ
ー
マ
】

金
属
製
品
、
機
械
器
具
、
関
連
業
種

（
加
工
・
組
立
・
試
作
・
供
給
）、
樹

脂
成
型
・
加
工　

な
ど

【
参
加
対
象
】

主
催
商
工
会
議
所
エ
リ
ア
内
お
よ
び

関
東
近
県
の
製
造
業
者
で
、
商
談

テ
ー
マ
に
対
応
可
能
な
企
業

【
募
集
企
業
数
】

◎
発
注
企
業　

40
社

◎
受
注
希
望
企
業　

２
０
０
社

【
申
込
締
切
】

◎
発
注
企
業　

７
月
16
日（
火
）

◎
受
注
希
望
企
業　

７
月
29
日（
月
）

【
申
込
方
法
】

　

東
京
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w

w
.tokyo-cci.or.jp/

m
arket/sh

o
u

d
an

/in
d

u
stry/

outline/

）か
ら
申
込
用
紙
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
受
注
希

望
企
業
の
場
合
は
メ
ー
ル
の
み
）。

※
定
員
に
な
り
次
第
募
集
終
了

ザ
・
商
談
！
し
・
ご
・
と
発
掘
市

金
属
製
品
・
機
械
器
具
・
関
連
業
種
の
商
談
会
で
す
。

発
注
企
業
・
受
注
希
望
企
業
を
募
集
し
ま
す
!!
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地
域
振
興
部　

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

総
務
部　

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

地
域
振
興
部　

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
イ
ン
実
行
委
員
会

事
務
局（
ア
ド
・
エ
イ
デ
ィ
ア
イ
内
）

☎
0
2
8-

6
2
7-

1
3
0
1

問合せ

　

ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
開
催
委
員
会

で
は
、今
年
も
大
通
り
を
会
場
に「
ふ

る
さ
と
宮
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
は「
で
あ
い

と
ふ
れ
あ
い
の
広
場
」を
テ
ー
マ
に

昭
和
51（
１
９
７
6
）年
に
産
声
を
上

げ
て
、
今
年
で
44
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
真
夏
の
風
物
詩

と
し
て
、
北
関
東
最
大
の
祭
り
に
育

ち
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
皆

さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
賜
物
と

心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
交
流
の
場
と

し
て
、
お
互
い
の「
心
」の
ふ
れ
あ
い

の
場
と
し
て
誕
生
し
た
ふ
る
さ
と

宮
ま
つ
り
で
す
。
見
て
楽
し
い
、
参

加
し
て
う
れ
し
い
催
し
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
皆
さ
ま
に
は
、

　
「
自
社
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い

け
れ
ど
メ
デ
ィ
ア
に
注
目
さ
れ
る
紹

介
文
の
書
き
方
や
、
ど
の
よ
う
な
情

報
を
発
信
す
れ
ば
良
い
か
が
分
か
ら

な
い
」な
ど
の
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

そ
こ
で
当
所
は
、
メ
デ
ィ
ア
が
思

わ
ず
取
り
上
げ
た
く
な
る
文
章
作

成
の
基
本
と
効
果
的
な
配
信
方
法

を
ご
紹
介
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
、
全
国

の
メ
デ
ィ
ア
向
け
に
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

㈱
共
同
通
信
Ｐ
Ｒ
ワ
イ
ヤ
ー 

取
締

役  

広
沢　

敏
正 

氏
を
講
師
に
招
き
、

会
員
事
業
所
限
定
で
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
所
が
㈱
共
同
通
信
Ｐ
Ｒ

ワ
イ
ヤ
ー
と
提
携
し
て
提
供
し
て
い

る
会
員
事
業
所
の
皆
さ
ま
が
利
用

可
能
な
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト

に
つ
い
て
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
を
お

考
え
の
会
員
事
業
所
の
皆
さ
ま
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

７
月
30
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

【
会
場
】

当
所  

大
会
議
室

　

ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
イ
ン
は
宇
都
宮
を

舞
台
に
昭
和
49（
１
９
７
４
）年
か
ら

始
ま
り
、
現
在
で
は
北
関
東
最
大
の

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
な
り
ま

し
た
。
オ
リ
オ
ン
通
り
周
辺
を
会
場

に
、
宇
都
宮
ゆ
か
り
の
プ
ロ
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
や
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
奏
で
る
音
色

が
、
ま
ち
な
か
に
響
き
渡
り
ま
す
。

　

今
年
も
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
出

演
者
を
募
集
し
ま
す
。
同
時
に
宮
の

市（
商
業
祭
）や
宇
都
宮
餃
子
祭
り
、

F
I
B
A 

3
×
3
な
ど
、
人
気
の
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
多

数
の
集
客
が
期
待
で
き
ま
す
。
ふ

る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

こ
の「
ふ
る
さ
と
宮

ま
つ
り
」が
、
50
年
、

１
０
０
年
と
末
永
く

継
続
で
き
る
よ
う
ご

理
解
を
い
た
だ
き
、

ご
協
賛
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

８
月
３
日（
土
）〜
８
月
４
日（
日
）

午
後
４
時
30
分
〜
９
時

【
ご
協
賛
へ
の
謝
意
】

◎
協
賛
企
業
紹
介
看
板（
６
月
末
ま

で
に
ご
協
賛
い
た
だ
い
た
企
業
お
よ

び
団
体
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
）

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

◎
企
業
名
の
入
っ
た
提
灯
の
掲
出

◎
新
聞
・
商
工
会
議
所
会
報
誌
等
へ

の
企
業
名
掲
載

◎
と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
で
の
放
送

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
定
員
】

30
人（
先
着
順
）

【
料
金
】無
料

【
内
容
】

記
者
目
線
で
考
え
る
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
作
成
に
関
す
る
基
本
事
項
や
重
要

ポ
イ
ン
ト
、
近
年
多
様
化
す
る
配
信

方
法
の
紹
介

【
講
師
】

㈱
共
同
通
信
Ｐ
Ｒ
ワ
イ
ヤ
ー

取
締
役  

広
沢　

敏
正 

氏

【
申
込
】

当
所
窓
口
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
く

か
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込

書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
切
】　

7
月
26
日（
金
）

【
開
催
日
】

11
月
２
日（
土
）
〜
11
月
３
日（
日
）

【
会
場
】

オ
リ
オ
ン
通
り
周
辺（
オ
リ
オ
ン
ス

ク
エ
ア
な
ど
３
会
場
を
予
定
）

【
出
演
申
込
】

ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
イ
ン
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://m

iyajazz.jp/

）を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
審
査
あ
り

第
44
回
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
勉
強
会

ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
イ
ン
２
０
１
９

「
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
」ご
協
賛
の
お
願
い

効
果
的
な
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
作
り
ま
せ
ん
か
？

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
出
演
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
事
業
の
次
世
代
へ
の
経

営
資
源
の
ス
ム
ー
ズ
な
承
継
を
支

援
す
る
た
め
、
当
所
が
国
か
ら
委

託
を
受
け
た
公
的
機
関
で
す
。

　
「
親
族
内
に
後
継
者
が
い
な
い
」

「
事
業
承
継
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」

「
事
業
を
売
却
し
た
い
」な
ど
、
事

業
承
継
に
関
す
る
悩
み
を
お
持
ち

の
経
営
者
は
、
相
談
無
料
、
秘
密

厳
守
で
専
門
家
が
対
応
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
承
継
対
策
は
お
早
め
に
!!

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
2-

4
3
3
8

問合せ 第二次対応

①
Ｍ
＆
Ａ
仲
介
機
関
あ
る
い
は
、
専

　
門
家
を
紹
介

②
Ｍ
＆
Ａ
の
成
約
に
向
け
た
具
体
的

　
な
取
り
組
み
を
開
始

第一次対応

①
会
社
の
状
況
や
相
談
者
の
意
向
を

　
伺
い
、
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス

②
今
後
の
対
応
方
法
や
進
め
方
等
、

　
様
々
な
情
報
や
判
断
材
料
を
提
供

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
支
援
を
希
望
さ
れ
る
場
合

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と

に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公

的
機
関
で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務

上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業

を
対
象
に
、き
め
細
か
い
経
営
相
談
・

再
生
支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
0- 

4
1
1
0

問合せ

第一次対応第二次対応

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

専
門
家
チ
ー
ム
が

再
生
計
画
の
策
定
を
支
援

●	

再
生
手
法
の
検
討
→
再
生
計
画

　
の
策
定

●	

債
権
者
間
調
整
〜
合
意

※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行っており、その過程で再生支援協議会
　を紹介されることもあります。

再
生
計
画
を
策
定
し
て

金
融
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な
場
合

再
生
計
画
ス
タ
ー
ト

● 

再
生
計
画
の
進
捗
状
況
を
サ
ポ
ー
ト

講師  広沢　敏正 氏

アマチュアバンドによる演奏の様子

宇都宮ゆかりのゲストも出演！

第44回宮まつりポスター



商工会議所共済制度

1415 June  2019

有限会社 随想舎
☎028-616-6605  5028-616-6607
有限会社  栃木広告社
☎028-639-1115  5028-639-1116 〈問合せ〉 総務部 ☎028-６３７-３１３１

宇都宮商工会議所  総務部
☎028-637-3131
5028-634-8694

入会希望事業所を
ご紹介ください

－ がんばる経営をお手伝いします －「天地人」広告の申し込み・問合せは

「天地人」広告募集
会員登録情報の変更について

変更がありましたら
ご一報ください！

　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所ま
たは事務所の移動による住所の変更、代表者また
は支店長の変更などが生じました場合には、総務
部会員担当まで、ご連絡をお願いします。

特
定
退
職
金
共
済
制
度

問合せ
総
務
部 

共
済
担
当

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

〈
定
期
保
険

 （
団
体
型
）引
受
保
険
会
社
〉

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

宇
都
宮
営
業
所

☎
0
2
8-

6
3
7-

7
6
7
0

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

当
所
で
は
、４
月
15
日（
月
）か
ら

６
月
28
日（
金
）に
か
け
て
、定
期
保

険（
団
体
型
）の
引
受
会
社
で
あ
る

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
と
共
同
で
、ベ

ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉
制
度
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。　

　

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉
制

度
は
、経
営
者
・
役
員
の
皆
さ
ま
の

保
障
や
退
職
金
準
備
金
の
ほ
か
、

入
院
・
介
護
・
老
後
に
備
え
た
さ
ま

ざ
ま
な
保
障
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す

る
も
の
で
す
。

　

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、会
員
の

皆
さ
ま
に
制
度
の
内
容
を
ご
理
解

い
た
だ
く
た
め
、当
所
職
員
と
ア

ク
サ
生
命
の
社
員
が
ご
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

※
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
と
は

　

商
工
会
議
所
共
済
制
度
・
福
祉
制

度
の
普
及
・
推
進
を
目
的
と
し
全
国

各
地
の
商
工
会
議
所
と
ア
ク
サ
生

命
保
険
㈱
で
運
営
し
て
い
る
組
織

で
す
。

　

な
お
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に

保
険
を
ご
成
約
い
た
だ
い
た
方
に

は「
雷
都
物
語 

栃
木
い
ち
ご
ジ
ャ

ム
」、共
済
を
ご
成
約
い
た
だ
い
た

方
に
は「
雷
都
物
語 

黒
糖
ご
ま
サ

ブ
レ
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

ま
た
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に

「
保
険
証
券
確
認
」を
お
勧
め
し
て

い
ま
す
。現
在
ご
加
入
の
保
険
内
容

が
ご
自
身
に
合
っ
た
も
の
か
ど
う

か
の
確
認
を
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

が
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、こ
の
機
会
に
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。ご
相
談
い
た
だ
い

た
方
に
は「
雷
都
物
語 

黒
糖
ご
ま

サ
ブ
レ
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

新
規
成
約
に
は
、
雷
都
物
語
か
ら
セ
レ
ク
ト
し
た
商
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　宇都宮産の有精卵を使用し、
黒砂糖ベースにゴマを織り交ぜ、
自然の材料を生かした芳しいサ
ブレです。
　まろやかな甘みも加えてお子
さまにも安心して召し上がってい
ただけます。

㈱雅洞

雷都物語
黒糖ごまサブレ

■企業年金相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■個人情報保護法対策相談
内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
 　　　   改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
受付・回答   「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、�相談員を
　　　　 派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員	 協力保険会社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ	 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）

日　時	 6月11日（火）、7月9日（火）　午後１時30分〜４時30分
受　付	 当日受付　午後1時〜 3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■1日知財窓口（毎月第3金曜日・要予約）

日　時	 6月21日（金）　午後１時３０分～４時３０分
受　付	 事前予約　午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部　
※事前に栃木県産業振興センター（☎028-670-2617）への予約が必要です。

専 門 相 談

無料の専門相談です。
弁護士や弁理士などの
各分野の専門家が、
悩みを解決します。

法律相談・ 1 日知財窓口
会場 ： 宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

相談
無料

6
月
の
ふ
れ
あ
い
共
済
等

口
座
振
替
日

6
月
24
日（
月
）

　完熟した苺「とちおとめ」
の風味をそのままに、桝金
独自の製法で極上のジャム
に仕上げました。

御菓子司　桝金

雷都物語
栃木いちごジャム

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

帳
簿
の
付
け
方
や
源
泉
徴
収
事
務
に

不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

記
帳
継
続
指
導

　

帳
簿
の
記
帳
は
、
経
営
状
況
を

正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
は
必
須

で
あ
り
、
財
務
分
析
や
経
営
計
画

の
立
案
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

経
営
判
断
を
行
う
基
礎
資
料
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
従
業
員
が
い
る

事
業
所
で
は
源
泉
徴
収
し
た
所
得

税
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

当
所
で
は
個
人
事
業
主
の
皆
さ

ま
を
対
象
に
、
年
間
を
通
し
て
現
預

金
出
納
帳
や
経
費
帳
な
ど
の
各
種
帳

簿
の
記
帳
方
法
や
源
泉
徴
収
事
務
な

ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
制
度
は
、
当
所
の
推
薦
に
よ

り
、
取
引
金
融
機
関
か
ら
の
事
業
資

金
の
借
入
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

【
ご
利
用
で
き
る
方
】

栃
木
県
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上

営
み
、
一
定
の
推
薦
要
件
を
満
た
し

て
い
る
会
員
事
業
所

【
借
入
限
度
額
】

5
0
0
万
円
ま
た
は
平
均
月
商
の

3
倍
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額（
た
だ

し
設
備
資
金
は
5
0
0
万
円
ま
で
）

【
保
証
期
間
】  

10
年
以
内　
　
　

【
借
入
利
率
】金
融
機
関
所
定
利
率

【
信
用
保
証
料
】

年
0.
4
5
％
～
1.
9
0
％

【
担
保
・
保
証
人
】

担
保
不
要
、
保
証
人
は
原
則
と
し
て

不
要（
法
人
代
表
者
を
除
く
）

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

市
内
金
融
機
関
、 

信
用
保
証
協
会
と
連
携



〈所在地〉 
栃木県宇都宮市東塙田1-5-12
☎028-908-5080
6028-624-0955
http://www.beatclub.jp

会員情報局

約6,000

約6,000 3028-616-6605
www.zuisousha.co.jp

宇都宮市本町10-3 TSビル

随想舎有限会社

19,518宇都宮商工会議所管内の事業所数

[平成28年経済センサス活動調査]
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チラシ・カタログ展示
コーナーのご案内

当所入口で
PRしませんか

無 料
※ご希望の方は、

総務部までご連絡ください。
申込書をFAXで送信します。

会員企業展示コーナー

総務部
☎028-637-3131
6028-634-8694

問合せ

■
投
稿
先

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所

	

会
報
「
天
地
人
」

	

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
0
2
8–

6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

業種
音響・映像制作など

代表取締役  

横須賀　完二さん

ス
マ
ホ
首
ス
マ
ホ
を
持
つ
と
生
き
て
く
る

逢
え
ば
泣
く
だ
ろ
う
ハ
ン
カ
チ
二
枚
持
つ

メ
ー
ト
ル
を
知
ら
ず
尺
取
歩
き
す
ぎ

禁
酒
し
て
し
ょ
ん
ぼ
り
と
き
く
黒
田
節

お
茶
の
間
の
猫
は
家
族
の
顔
で
い
る

予
想
屋
に
文
句
も
言
え
ず
競
馬
場

改
元
へ
看
板
少
し
替
え
て
み
る

ゴ
キ
ブ
リ
が
飛
ん
で
茶
の
間
も
立
ち
上
が
り

初
夏
の
風
妊
婦
目
に
つ
く
頼
も
し
さ

小
野
口　

博

飯
塚　
　

藤

宮
田　
　

仁

鶴
牧
美
佐
子

佐
藤　

隆
久

大
塚　

栄
子

碓
氷　

正
和

福
田　
　

弘

毛
塚　

ヒ
ロ

（
無
職
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

第
261
回
荒
井 

宗
明
選

〈
評
〉
私
の
猪い

首く
び

救
う
も
の
な
し

〈
評
〉
別
れ
別
れ
の
道
思
い
つ
つ

〈
評
〉
枝
先
に
来
て
狂
う
足
取
り

選者  荒井 宗明 氏

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

◎栃木県立博物館 ☎028-634-1311�
企画展「下野の鎌倉街道－道を行き交う人と物」
6月16日（日）まで
　関東武士の都鎌倉。奥州藤原氏の平泉。そして下野の宇都宮、小山、
足利。中世都市の繁栄を支えたのは道と道を行き交う人と物だった。
鎌倉街道の姿と中世を生きた人々の足跡をたどる。（同館チラシより）
一般=250円／大・高校生=120円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎028-643-0100
企画展「水木しげる魂の漫画展」
7月28日（日）～ 9月23日（月・祝）
　漫画の鬼才水木しげる（1922 ～ 2015）は、幼少期に目に見えない
世界を信じるようになった。戦争で片腕を失った後を全身全霊で作品を描
き続けた。少年時代のスケッチ、生原稿や草稿など、初公開を含む300
点余りの作品に込められた水木しげるの魂を感じる展覧会。（同館HPより）
一般=1000円／大・高生=800円／中・小学生=600円

◎栃木県立美術館 ☎028-621-3566
企画展「画中のよそおい」
6月16日（日）まで
　古今東西、人は自らのよそおいに工夫を凝らし、楽しんできた。
本展では、イギリスフランスを主体とした近代西洋から現代日本ま
での美術品にあらわれたファッションについて、当館所蔵品を中心
に紹介する。（当館HPより）
一般=800円／大・高校生=500円／中学生以下無料

応募先 〒320−0806 宇都宮市中央 3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

A
〜
F
の
文
字
を
並
べ
換
え
て
あ
る
言
葉
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
ヒ
ン
ト
〉 

ト
イ
レ
や
非
常
口
、最
近
で
は
五
輪
の
競
技
種
目
を
わ
か
り
や
す
く

　
　
　
　

  

説
明
す
る
た
め
の
絵
文
字
の
こ
と
。
日
本
発
祥
の
デ
ザ
イ
ン

1.
2.
3.
4.
5.
7.

10.
12.
14.
16.
17.

1.
3.
6.
8.
9.

11.
13.
15.
17.
19.
20.
22.
23.

１５８２年（天正１０年）６月、織田信長の最後の地となった「○○○○○の変」
ドイツの代表的な航空会社名は？
貸し付けた金や売掛金が取り戻せなくなること
朝廷に仕える身分の高い者。「お○○さん」などとも
カミナリを神格化したもの。よく風神と一対に描かれます
季節外れに花が咲くことを○○○咲きと言います

「純真○○な幼児」。また純金のことを「金○○」と言います
今ならメタボの象徴か。お腹が見事に出ている様
日本の旧海軍の飛行機搭乗員養成制度の略称

「ここの釣り堀は○○喰いで魚が釣れて楽しいね」などと
無伴奏の男性による三部以上の合唱団「○○○クラブ」

もうすぐ見られる闇夜に乱舞する光を放つ小さな虫
人混みの多い所での食べ歩きを禁止にした関東の古都
老人ホーム、児童相談所、保育所などの○○○施設の充実化が急務
最近話題となっている「ＬＧＢＴ」問題、このうちの「Ｇ」は？
パリを代表するこの大聖堂が炎上。再見を巡って様々な動きが

「ハイオク」と略される「○○○○○○ガソリン」
「トミー・○○○手術」を受けて今年は打者から復帰のエンゼルス大谷選手
家にある道具類を総称してこう言います
おろかなおこない。「○○○を重ねる」などと
彼女は女性のこと。○○は男性のこと
盲導犬などに用いられる、賢く従順な犬種

「その提案に対しては○○○両論入り乱れ、決着がつかなかった」などと
口述で伝わる歴史は「○○○○・ヒストリー」と呼ばれます。「古事記」も元はこれ

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

シ
ャ
ナ
イ
ハ
ン
バ
イ

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
さ

　

し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
6
月
30
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の「
食
」と
聞
く
と
、
反
射

的
に「
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
」「
フ
ラ
イ
ド
チ

キ
ン
」と
答
え
る
人
が
少
な
く
な
い
で

し
ょ
う
。

　

い
ま
や
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
の
代
名

詞
と
な
っ
た
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
し

て
生
ま
れ
、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の
社
会

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
き
た
か

に
つ
い
て
、
本
書
は
ア
メ
リ
カ
が
独
立

す
る
以
前
か
ら
歴
史
を
た
ど
り
、
解
き

明
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

各
国
か
ら
の
移
民
や
先
住
民
と
の
交

流
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
各
地
で
豊
か
な
食

文
化
が
生
ま
れ
、
育
っ
て
い
き
な
が
ら
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
な
ぜ
画
一
的
な

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
が
全
盛
と
な
っ
た

の
か
。

　

本
書
は
政
治
や
経
済
、
文
化
な
ど
の

影
響
を
受
け
て
常
に
変
化
す
る「
食
」の

姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
す
。

『
食
の
実
験
場
ア
メ
リ
カ
』

鈴
木　

透
著［
著
］

中
公
新
書

８
８
０
円
＋
税

新
元
号
は
、

音
の
響
き
も
意
味
も

と
て
も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

し
な
や
か
で

力
強
い
人
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　1975年熊本生まれ。東京理科大学卒業
後、ＮＴＴに就職。約 3年後に書道家とし
て独立。ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」や世
界遺産「平泉」など、数々の題字を手掛ける。
講演活動やメディア出演、著書出版も多数。
2013年度文化庁から文化交流使に任命さ
れ、ベトナム・インドネシアにて、書道ワー
クショップを開催。15年には、カリフォル
ニアにて個展開催、17年にはワルシャワ大
学にて講演など、世界各国で活動する。

公式ブログ ｢書の力｣：http://ameblo.jp/souun/
公式サイト：http://www.souun.net/
感謝 69：http://kansha69.com/

武田  双雲 ／ たけだ・そううん

〈 プロフィール 〉

「令和」

　

ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
等
の
音
響

運
営
や
展
示
会
、
セ
ミ
ナ
ー
等

で
の
プ
レ
ゼ
ン
用
映
像
運
営
、

レ
ン
タ
ル
ス
タ
ジ
オ
、
レ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
な
ど
を
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
に
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

　

音
響
運
営
で
は
、
宮
ス
ト

リ
ー
ト
ギ
グ
や
ミ
ヤ
ジ
ャ
ズ
イ

ン
な
ど
、
宇
都
宮
市
を
活
性
化

す
る
音
楽
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
協

力
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
栃

木
の
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
を
世
界

に
発
信
す
る
目
的
で
立
ち
上
げ

た
レ
ー
ベ
ル「
Y
o
t
s
u
b
a 

R
e
c
o
r
d
s
」、個
人
や
企
業
向

け
に
テ
ー
マ
曲
や
P
R
映
像
の
制
作

を
請
け
負
う「
L
i
t
e 

G
a
t
e 

M
u
s
i
c
&
M
o
v
i
e 

C
r
e
a
t
e
」も
あ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
企
業
の
ジ

ン
グ
ル
や
テ
ー
マ
曲
、
紹
介
映

像
な
ど
作
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

〈
実
績
〉

㈲
ハ
ー
レ
ー
牧
場
様
テ
ー
マ
曲
、

鹿
島
建
設
C
M
楽
曲
、
F
F
13

（
ゲ
ー
ム
）音
楽
ア
レ
ン
ジ
、
平

成
30
年
度
宇
都
宮
市
民
シ
テ
ィ
ー

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

「
バ
ン
ド
で
バ

ズ
る
ぜ
！
宇
都

宮
」映
像
制
作
、

２
０
２
２
年
と

ち
ぎ
国
体
テ
ー

マ
曲
総
合
音
楽

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス　

な
ど

有限会社横須賀電機商会
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六
月
十
八
日（
火
）　

中
禅
寺
立
木
観
音
縁
日 （
日
光
市
中
宮
祠
）

　

日
光
山
の
開
祖
勝
道
上
人
が
、
七
八
四（
延

暦
三
）年
に
創
建
し
た
古
刹
輪
王
寺
別
院
中

禅
寺
の
縁
日
。
慰
霊
法
要
、
諸
願
法
要
の
後
、

午
後
は
中
禅
寺
湖
の
遊
覧
船
上
か
ら
慰
霊
の

御
札
を
投
じ
る
地
蔵
流
し
が
行
わ
れ
る
。

六
月
二
十
八
日（
金
）　

那
須
波
切
不
動
尊
大
護
摩
祭（
那
須
塩
原
市
）

　

高
野
山
真
言
宗
関
東
三
霊
場
の
ひ
と
つ

「
金
乗
院
」で
行
わ
れ
る
行
者
の
荒
業
。
家
内

安
全
、
無
病
息
災
な
ど
を
祈
願
し
、
行
者
が

熱
湯
の
釜
に
浸
か
る
湯
加
持
行
や
、
火
渡
行

が
見
ど
こ
ろ
。
北
関
東
三
十
六
不
動
尊
霊
場

の
ひ
と
つ
。
災
難
除
け
御
守
り
は
、
こ
の
日

だ
け
授
与
。
秘
伝
の
薬
師
茶
が
無
料
で
い
た

だ
け
る
。

六
月
三
十
日（
日
）　

宇
都
宮
二
荒
山
神
社
茅
の
輪
く
ぐ
り（
宇
都
宮
市
）

　

夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
風
物
詩
。
無
病
息
災

を
願
い
、
直
経
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
大
き
な

輪
に
し
た
茅
が
や
を
く
ぐ
る
行
事
。
茅
が
や

は
、
古
く
か
ら
神
が
宿
る
植
物
と
し
て
崇
め

ら
れ
て
き
た
も
の
。
夏
越
し
の
祭
り
と
も
い
う
。

七
月
七
日（
日
）　

思
川
の
流
し
び
な（
小
山
市
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
願
い
を
託
し
た
短
冊
を
取
り

付
け
た
紙
人
形
を
、
ワ
ラ
舟
に
乗
せ
思
川
に

流
す
伝
統
行
事
。
人
形
は
和
紙
で
作
ら
れ
た

「
下
野
人
形（
し
も
つ
け
ひ
と
が
た
）」。
小
山

市
を
流
れ
る
思
川
の
観
晃
橋
下
流
河
畔
で
、

七
月
の
第
一
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
。

宇
都
宮
伝
統
文
化
連
絡
協
議
会
員  

柏
村  

祐
司

第31回
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宇
都
宮
市
を
代
表
す
る
伝
説
の 

ひ
と
つ
に「
お
し
ど
り
塚
」の
話
が
あ

る
。
そ
の
伝
説
の
地
は
、
宇
都
宮

市
の
中
心
街
、
大
町
通
り
と
石
町

通
り
に
挟
ま
れ
た
所
に
あ
り
、現
在

「
お
し
ど
り
塚
児
童
公
園
」と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
公
園
の
北
東
隅
に「
鴛
鴦
塚

之
碑
」（
明
治
二
十
七
年
建
立
）と

刻
ん
だ
お
し
ど
り
塚
の
由
来
を
記

し
た
石
碑
が
あ
る
。
碑
文
に
よ
れ
ば

「
此
所
の
小
流
を
救
食
川
と
呼
び
、

其
水
上
を
救
食
沼
と
云
昔
此
邊
に

猟
師
あ
り
在
時
鴛
鴦
の
雄
の
首
を

射
り
て
軀
の
み
を
得
た
り
、
明
朝

雌
を
射
止
め
け
る
に
其
羽
か
ひ
の

下
に
雄
の
首
を
抱
け
り
猟
師
こ
れ

を
見
て
發
心
し
此
所
に
埋
め
て
し

る
し
の
石
塔
を
建
て
し
と
在
此
物

語
は
無
住
法
師
の
沙
石
集
に
載
た

り
無
住
は
梶
原
景
時
の
孫
宇
都
宮

頼
綱
の
室
の
甥
な
れ
ば
梶
原 

一 

族

亡
び
の
後
當
所
に
来
り
て
在
り
し

故
に
聞
書
き
せ
し
も
の
な
る
べ
し
、

今
此
所
の
人
々
相
は
か
り
其
要
を

摘
み
石
に
彫
て
後
の
人
に
告
く
」と

あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
お
し
ど
り
塚
の
話

は
、
無
住
法
師
が
編
さ
ん
し
た
沙

石
集
に
掲
載
さ
れ
、
そ
の
無
住
法

師
は
梶
原
景
時
の
孫
で
宇
都
宮
頼

綱
の
妻
の
甥
で
あ
り
、
梶
原
一
族

が
亡
び
た
後
、
宇
都
宮
氏
を
頼
って

来
た
折
に
聞
い
た
話
を
沙
石
集
に

掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
わ
け

で
あ
る
。

　

そ
こ
で
沙
石
集
を
ひ
も
解
く
と
、

お
し
ど
り
塚
の
話
が「
鴛
之
夢
見

事
」と
題
し
て
あ
る
。
本
文
の 

一 

部
を
紹
介
し
よ
う
。「
下
野
国
に

阿
曽
沼
と
い
ふ
所
に
、
常
に
殺
生

を
好
み
、
こ
と
に
鷹
つ
か
ふ
俗
あ
り

け
り
。
あ
る
時
、
鷹
狩
し
て
、
帰

り
ざ
ま
に
鴛
の
雄
を
一
つ
捕
り
て
、

餌
袋
に
入
れ
て
帰
り
ぬ
。
そ
の
夜

の
夢
に
、
装
束
尋
常
な
る
女
房
、

姿
形
よ
ろ
し
き
が
、
恨
み
深
き
気

色
に
て
、
さ
め
ざ
め
と
う
ち
泣
き

て
、『
い
か
に
う
た
て
く
、
わ
ら
は

が
夫
を
な
殺
さ
せ
給
へ
る
』と
言
ふ
。

『
さ
る
こ
と
こ
そ
候
は
ね
』と
い
へ

ば
、『
た
し
か
に
今
日
召
し
と
り
て

候
ふ
も
の
を
』と
言
ふ
。
な
ほ
か
た

く
論
ず
れ
ば『
日
暮
る
れ
ば
さ
そ
ひ

し
も
の
を
あ
そ
沼
の
ま
こ
も
隠
れ

の
ひ
と
り
寝
そ
う
き
』と
う
ち
な
が

め
て
、
ふ
つ
ふ
つ
と
立
つ
を
見
れ
ば
、

鴛
の
雌
な
り
。
う
ち
お
ど
ろ
き
て
、

朝
見
れ
ば
、
昨
日
の
雄
に
觜
食
ひ

合
は
せ
て
、
雌
の
死
せ
る
あ
り
け

る
。」と
あ
る
。

　

沙
石
集
で
は
、
お
し
ど
り
塚
の

話
の
場
所
は
、
阿
曽
沼（
現
在
の
佐

野
市
浅
沼
町
と
の
説
が
あ
る
）と
あ

る
。
宇
都
宮
を
知
っ
て
い

た
無
住
法
師
が
、
阿
曽

沼
と
救
食
川
と
を
間
違
え

た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ

う
考
え
る
と「
鴛
鴦
塚
之

碑
」の
碑
文
の
執
筆
者
は
、

沙
石
集
を
読
ん
だ
上
で
書

い
た
も
の
で
は
な
い
と
も

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
江
戸
時
代
嘉
永
三

（
一
八
五
〇
）年
に
出
版
さ
れ
た
河
野

守
弘
著『
下
野
国
誌
』に
は「
鴛
鴦

塚
」に
つ
い
て
、「
昔
こ
の
辺
に
猟
師

あ
り
て
あ
る
時
鴛
鴦
の
雄
鳥
を
射

止
め
た
り
け
る
に
、
首
を
射
切
り
て

軀
の
み
得
た
り
。
明
る
あ
し
た
同

じ
所
に
て
ま
た
雌
鳥
を
射
止
め
け
る

に
、
そ
の
羽
か
い
の
下
に
昨
日
の
雄

鳥
の
首
を
か
き
抱
き
て
あ
り
、
さ
し

も
情
け
知
ら
ぬ
ま
す
ら
男
な
れ
ど

も
こ
れ
を
見
て
発
心
し
、
こ
の
所
に

埋
め
て
し
る
し
の
石
塔
を
建
立
し
た

り
ぞ
と
。」と
あ
る
。「
鴛
鴦
塚
之

碑
」の
碑
文
と
極
め
て
類
似
す
る
。

　
「
鴛
鴦
塚
之
碑
」の
執
筆
者
は
、

下
野
国
誌
を
も
と
に
碑
文
を
書
い

た
と
思
わ
れ
る
。
執
筆
者
が
沙
石

集
を
読
ん
で
い
た
な
ら
ば
、
こ
う

し
た
碑
文
を
書
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
残
念
な
が
ら「
お
し
ど
り
塚
」

の
話
は
、
沙
石
集
に
書
か
れ
た
も
の

で
は
な
い
。「
鴛
鴦
塚
之
碑
」の
執

筆
者
は
、
宇
都
宮
に
対
す
る
郷
土

愛
が
高
か
っ
た
ば
か
り
に
沙
石
集
と

結
び
つ
け
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「鴛鴦塚之略記」碑

左上部が戦災で欠落

おしどり塚児童公園　右端が「鴛鴦塚之略記」碑

「
お
し
ど
り
塚
」異
聞
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キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
協
議
会
は
、

経
済
産
業
省
か
ら
２
０
１
８
年
４
月

に
公
表
さ
れ
た
提
言『
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
・
ビ
ジ
ョ
ン
』を
受
け
て
同
年
７

月
２
日
に
設
立
さ
れ
た
団
体
で
、
多

く
の
決
済
事
業
者
が
各
種
サ
ー
ビ
ス

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普
及
に
向
け
て
積
極

的
に
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
２

０
２
５
年
ま
で
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
比
率
を
倍
増（
20
％
→
40
％
）さ
せ

る
目
標
を
設
定
し
、
将
来
的
に
は
世

界
最
高
水
準
の
80
％
を
目
指
す「
支

払
い
方
改
革
宣
言
」が
出
さ
れ
ま
し

た
。

中
小
小
売
店
等
に
も

消
費
者
に
も
メ
リ
ッ
ト

　

さ
ら
に
、
本
年
10
月
１
日
の
消
費

税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
需
要
平
準
化

対
策
と
し
て
、
経
済
産
業
省
は
２
０

１
９
年
度
の
当
初
予
算
案
で
２
，
７

９
８
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
税
率

引
き
上
げ
後
の
９
ヵ
月
間
、
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者（
中
小
小
売
店

等
）に
対
し
て
は
決
済
手
数
料
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
手
段（
決
済
端

末
等
）導
入
コ
ス
ト
の
補
助
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
で
支
払
っ
た
消
費
者
に
対

し
て
は
最
大
５
％
の
ポ
イ
ン
ト
還
元

や
割
引
を
補
助
す
る
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
・
消
費
者
還
元
事
業
」を
実
施

予
定
で
す
。

　

本
事
業
は
、
消
費
税
率
引
き
上
げ

を
提
供
し
て
い
る
中
、
中
立
的
な
立

場
か
ら
わ
が
国
に
お
け
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
社
会
の
早
期
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
、
産
官
学
連
携
で
推

進
し
て
い
ま
す
。
本
連
載
で
は
、
世

界
的
に
急
速
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
」に
つ
い
て
、

国
内
外
の
状
況
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
普
及
促
進
に
向
け
た
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

生
産
性
向
上
や

効
率
化
に
寄
与

　

現
在
、
わ
が
国
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
比
率
は
19
・
８
％

（
２
０
１
６
年
）に
と
ど
ま
っ
て

い
て
、
主
要
国
と
比
較
す
る
と

圧
倒
的
に
低
い
水
準
に
あ
り
ま

す
。
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
労

働
力
人
口
の
著
し
い
低
下
が
課

題
の
わ
が
国
に
お
い
て
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普
及
促
進
は
、

生
産
性
向
上
や
社
会
の
効
率
化

に
欠
か
せ
な
い
要
素
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、政
府
も
キ
ャ
ッ

後
の
中
小
小
売
店
等
に
お
け
る
需
要

喚
起
策
を
支
援
す
る
と
同
時
に
、
中

小
小
売
店
等
と
消
費
者
の
双
方
に
メ

リ
ッ
ト
の
あ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

の
普
及
・
活
用
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、
政
府
が
目
標
と
す
る
わ
が
国
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
比
率
の
引
き

上
げ
に
も
大
い
に
貢
献
し
得
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

中
小
小
売
店
等
に
お
い
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
で
決
済
し
た
消
費
者
に
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
し
た
り
割
引
し
た
り
す
る

た
め
の
経
費
の
一
部
を
国
が
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
事
業
者
に
補
助
す
る

も
の
で
、
公
表
さ
れ
て
い
る
情
報
で

は
、
上
図
の
支
援
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
還
元
制
度

活
用
の
準
備
を

　

本
事
業
に
よ
り
、
中
小
小
売
店
等

で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普
及
を

阻
ん
で
き
た「
３
つ
の
壁
」（
決
済
手

数
料
、
導
入
コ
ス
ト
、
入
金
サ
イ
ク

ル
）の
う
ち
、
決
済
手
数
料
と
導
入
コ

ス
ト
の
２
つ
が
緩
和
さ
れ
る
方
向
で

す
。
第
１
の
壁
で
あ
る
決
済
手
数
料

に
つ
い
て
は
、
本
事
業
実
施
期
間
中

は
３
・
25
％
以
下
に
設
定
さ
れ
た
う

え
で
、
さ
ら
に
そ
の
３
分
の
１
が
国

か
ら
補
助
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、

例
え
ば
手
数
料
率
が
３
・
25
％
の
場

合
は
２
・
16
％
程
度
の
負
担
で
済
む

【
申
込
】　

本
号
折
込
チ
ラ
シ
も
し
く
は
当
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
、
必
要
事
項
を
記
入

し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話
、
電
子
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー  

高
橋  

英
基 

氏

【
定
員
】　

両
日
と
も
30
人（
先
着
順
）

【
費
用
】　

無
料

【
申
込
】　

本
号
折
込
チ
ラ
シ
も
し
く
は
当
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
、
必
要
事
項
を
記
入

し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話
、
電
子
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

時
代
は
現
金
か
ら
カ
ー
ド
決
済
へ
、

そ
し
て
電
子
マ
ネ
ー
決
済
と
移
り
変

わ
り
、
日
本
で
も
大
き
な
変
化
が
お

と
ず
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
本
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
自
分
の
店
で
導
入
す

る
決
済
方
法
に
つ
い
て
選
択
を
迫
ら

れ
た
と
き
に
、
正
し
く
導
入
が
で
き

る
よ
う
に
何
を
準
備
し
て
お
け
ば
よ

い
か
、
具
体
的
な
対
策
を
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
ま
す
。こ
れ
か
ら
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
導
入
に
つ
い
て
お
考
え
の

　

令
和
元（
２
０
１
９
）年
10
月
１
日

に
消
費
税
率
が
10
％
へ
引
き
上
げ
ら

れ
る
と
同
時
に
、
食
料
品
等
の
税
率

を
８
％
と
す
る
消
費
税
軽
減
税
率
制

度
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
軽
減
税
率
制
度

で
は
消
費
税
率
が
２
つ（
10
％
、
８
％
）

に
な
る
こ
と
か
ら
、
軽
減
税
率
の
対
象

品
目
の
区
分
や
価
格
表
示
方
法
の
検

討
、
請
求
書
の
様
式
変
更
な
ど
、
ほ

ぼ
す
べ
て
の
事
業
者
に
と
っ
て
負
担

が
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
制
度
の
内
容
や
中
小

方
は
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】

７
月
12
日（
金
）

午
後
２
時
～
４
時

【
会
場
】

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

（
市
内
大
通
り
２-

４-

６
）

【
内
容
】

①
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
種
類
に
つ
い
て

企
業
の
皆
さ
ま
へ
の
支
援
策
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

７
月
１
日（
月
）・
２
日（
火
）

午
後
６
時
～
７
時
30
分

※
両
日
と
も
同
じ
内
容
で
実
施
し
ま
す
。

【
会
場
】

１
日（
月
）
：
当
所
常
議
員
室

２
日（
火
）
：
東
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
市
内
中
今
泉
３-

５-

１
）

こ
と
に
な
り
ま
す
。
第
２
の
壁
で
あ

る
決
済
端
末
等
に
つ
い
て
は
、
中
小

小
売
店
等
は
自
己
負
担
な
く
導
入
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
補
助
・
支
援
を
中
小
小

売
店
等
が
受
け
る
に
は
、
本
事
業
へ

参
加
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
事
業

者
経
由
で
加
盟
店
登
録
・
申
請
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
決
済
事
業
者
は
、
３

月
か
ら
順
次
参
加
を
表
明
し
、
特
設

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http

s://cashless.

go.jp/

）上
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
中

小
小
売
店
等
は
特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
さ
れ
る
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
詳

細
情
報
を
確
認
の
う
え
、
決
済
事
業

者
へ
コ
ン
タ
ク
ト
す
る
な
ど
積
極
的

に
ア
プ
ロ
ー
チ
い
た
だ
く
こ
と
を
お

ス
ス
メ
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
は
使
っ
て
み
よ
う
！

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
、
導
入
す

る
中
小
小
売
店
等
側
も
、
利
用
す
る

消
費
者
側
も
、「
ま
ず
は
使
っ
て
み
る
」

と
い
う
は
じ
め
の
一
歩
が
大
き
な

ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
回
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
制
度
を
上
手
に

活
用
す
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
ハ
ー
ド

ル
も
乗
り
越
え
や
す
く
な
り
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
際
に

体
験
す
る
こ
と
で
普
及
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

②
国
別
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
利
用
状
況

③
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
の
ポ

イ
ン
ト

④
店
舗
に
と
っ
て
の
導
入
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て　

な
ど

【
講
師
】

㈱
ギ
ー
ク
フ
ィ
ー
ド　

代
表
取
締
役

 

中
小
企
業
診
断
士　

内　

信
史  

氏

【
定
員
】　

40
人（
先
着
順
）

【
費
用
】　

無
料

【
内
容
】

◎
第
一
部　

軽
減
税
率
制
度
の
概
要
お
よ
び
今
後

の
対
応
に
つ
い
て

◎
第
二
部　

軽
減
税
率
対
策
補
助
金（
新
し
い
レ
ジ

導
入
・
シ
ス
テ
ム
改
修
）に
つ
い
て　

な
ど

【
講
師
】

◎
第
一
部　

宇
都
宮
税
務
署 

担
当
者

◎
第
二
部　

栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点　

消
費
税
対
策
に
も
有
効
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
活
用

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
関
わ
る
政
府
施
策

一
般
社
団
法
人
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
協
議
会

消
費
税
軽
減
税
率
対
策
窓
口
相
談
等
事
業

宇
都
宮
商
工
会
議
所
・
宇
都
宮
市
・
宇
都
宮
税
務
署

栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
合
同
開
催

人
気
店
舗
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
セ
ミ
ナ
ー

導
入
コ
ス
ト
が
大
き
く
値
下
が
り
！ 

決
済
手
数
料
無
料
の
サ
ー
ビ
ス
も
!!

消
費
税
軽
減
税
率
対
策
セ
ミ
ナ
ー

問合せ

経営支援部
☎028-637-3131

問合せ

経営支援部
☎028-637-3131

栃木県よろず支援拠点
コーディネーター
高橋　英基 氏

株式会社ギークフィード　
代表取締役　

中小企業診断士　
内　信史 氏

キャッシュレス・消費者還元事業の仕組み

経済産業省「平成31年度「キャッシュレス・消費者還元事業」に係る補助事業者募集要領」よりキャッシュレス推進協議会が作成

申請

補助

手数料

補助

代金支払

還元
※ポイント付与、キャッシュバック等

還元
※ポイント付与、割引等

（～3.25%）

●個別店舗 ： 5％
●フランチャイズ加盟店 ： 2％

●個別店舗 ： 5％ 　●フランチャイズ加盟店 ： 2％

中
小
小
売
店
等

キ
ャッ
シ
ュレ
ス
決
済
事
業
者

消
費
者

経
済
産
業
省

●個別店舗 ： 5％
●フランチャイズ加盟店 ： 2％

◎端末導入費用（全額）
◎消費者還元分の補填
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キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　　 MITOMAEBASHI

6月
June
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　今月号の特集は「宇都宮を通った諸街道」で
す。かつて作られた街道が、現在にも面影を
残す歴史の連続性を感じさせる内容です。
　そんな街道を歩いて歴史を感じるのも一興
ですが、暑さがだんだんと厳しくなる季節になってきまし
た。最近では6月でも30℃を超えるのも珍しくない時代
です。寒暖の差による体調不良や暑さによる熱中症など、
読者のみなさまも体調管理にお気をつけください。
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前
橋
が
誇
る
夏
の
風
物

詩「
前
橋
七
夕
ま
つ
り
」を
、

7
月
4
日（
木
）
か
ら
7
日

（
日
）の
4
日
間
開
催
し
ま

す
。
会
場
は
、
商
店
街
の

皆
さ
ん
に
よ
る
伝
統
的
な

七
夕
飾
り
や
市
内
園
児
に

よ
る
竹
飾
り
、
福
祉
施
設

の
方
々
の
手
作
り
飾
り
な

ど
約
6
5
0
本
の
七
夕
飾

り
で
彩
ら
れ
る
他
、「
ゆ
か

た
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た

様
々
な
催
し
も
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ「
ゆ
か
た
」
を
着
て
、

織
姫
・
彦
星
に
な
り
き
っ
て

夏
の
ひ
と
と
き
を
お
楽
し

　

今
年
で
59
回
目
の
開
催
を

迎
え
る
水
戸
黄
門
ま
つ
り
は

今
夏
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行

い
ま
す
。

　

花
火
大
会
は
土
曜
日
の
開

催
と
な
り
、
県
外
か
ら
も
ご

来
場
い
た
だ
き
や
す
い
日
程

に
変
更
し
ま
す
。

　

本
祭
に
お
い
て
は
、
来
場

者
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
新
た
に
水
戸
の
伝
統
工

芸
品
で
あ
る
水
府
提ち

ょ
う
ち
ん灯
を

活
用
し
た「
提
灯
行
列
」を
行

い
、
夜
の
ま
ち
な
か
を
和
の

明
か
り
で
照
ら
し
、
幻
想
的

な
雰
囲
気
を
演
出
し
ま
す
。

み
く
だ
さ
い
。

（
情
報
提
供
：
前
橋
商
工
会
議
所
）

そ
の
ほ
か
、
期
間
中
は
魅

力
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

（
情
報
提
供
：
水
戸
商
工
会
議
所
）

第６９回前橋七夕まつり 水戸黄門まつりリニューアル

　 スケジュール／	◎水戸偕楽園花火大会	 ７月20日(土) 19:30～21:00
	 ◎本祭(1日目)	 ８月 ３日(土) 11:00～22:00
	 ◎本祭(2日目)	 ８月 ４日(日) 11:00～21:00

会　場／〈花火大会〉千波湖、〈本祭〉水戸駅北口～大工町交差点間
※日程・内容は、変更となる場合がございます。ご了承ください。

問合せ／水戸観光コンベンション協会　☎029-224-0441
URL／http://www.mitokoumon.com

日時／７月４日（木）~７日（日）
会場／主会場は前橋中心市街地

問合せ／前橋七夕まつり実施委員会（前橋商工会議所内）
☎027-234-5108

水戸黄門まつり

第６９回前橋七夕まつり

問合せ

栃
木
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
0
2
8-
6
3
4-

9
1
1
3

問合せ

宇
都
宮
市
商
工
振
興
課

☎
0
2
8-

6
3
2-

2
4
3
4

問合せ

栃
木
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
8-

6
7
0-

2
6
0
8

栃
木
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

栃
木
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

宇
都
宮
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

事
務
を
社
会
保
険
労
務
士
や
労
働
保
険
事

務
組
合
に
委
託
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
）。

　

な
お
、
申
告
書
作
成
の
結
果
納
付
す
べ

き
保
険
料
が
発
生
し
な
い
場
合
、
口
座
振

替
を
利
用
し
て
い
る
場
合
は
金
融
機
関
で

申
告
書
の
取
り
扱
い
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

栃
木
労
働
局
ま
た
は
労
働
基
準
監
督
署
へ

直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
子

申
請
に
よ
る
労
働
保
険
の
年
度
申
告
も

ｅ-

Ｇ
Ｏ
Ｖ
か
ら
ご
利
用
で
き
ま
す
。

（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

【
補
助
対
象
事
業
】

　

補
助
対
象
者
が
従
業
員
に
対
し
次
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
研
修
を
受
講
さ
せ
る

も
の

①
戦
略
産
業
分
野
に
お
け
る
新
規
参
入
又

は
取
引
拡
大
等
に
向
け
た
人
材
育
成
で
あ

る
も
の

②
戦
略
産
業
分
野
に
関
連
す
る
専
門
的
な

知
識
お
よ
び
技
術
を
習
得
す
る
も
の

【
補
助
限
度
額
】　

30
万
円

【
補
助
率
】　

２
分
の
１
以
内

【
対
象
経
費
】

①
社
外
研
修

　

受
講
料
・
教
材
費
、
従
業
員
旅
費

②
社
内
研
修

　

講
師
謝
金
、
講
師
旅
費

応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
込
期
間
】

６
月
６
日（
木
）
～
７
月
５
日（
金
）

（
詳
細
は
、
宇
都
宮
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
宇
都
宮
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
申
込
書
等
の
様
式

も
、
前
述
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

※「CSR

」と
は「
企
業
の
社
会
的
責
任（Corporate 

Social Responsibility

）」の
略
称
で
、
企
業
に
は
、

事
業
活
動
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
す
る
責
任
が
あ

る
と
い
う
考
え
方

　

平
成
31
年
度
の
年
度
更
新
の
手
続
き
は
、

６
月
３
日
か
ら
７
月
10
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。

　

労
働
保
険
料
の
算
定
方
法
は
、
平
成
30

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日
ま

で
の
賃
金
総
額
に
保
険
料
率
を
乗
じ
て
得

た
額
で
す
。

　

概
算
・
確
定
保
険
料
の
申
告
・
納
付
は
、

栃
木
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
・
労
働
基

準
監
督
署
に
お
い
て
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、
最
寄
り
の
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店
・

郵
便
局
等
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
手

続
き
の
際
は
、
申
告
書
と
納
付
書
を
切
り

離
さ
ず
に
保
険
料
を
添
え
て
窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い（
労
働
保
険
料
申
告
等
の

　

成
長
分
野
へ
の
新
た
な
展
開
等
に
向
け
、

専
門
的
な
知
識
・
技
術
を
取
得
す
る
研
修

費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　

モ
ノ
づ
く
り
人
材
育
成
や
戦
略
産
業
分

野
に
お
け
る
新
規
参
入
ま
た
は
お
取
引
拡

大
を
お
考
え
の
方
は
、
ぜ
ひ
当
事
業
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

【
補
助
対
象
者
】

　

県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
企
業
で
、
特

定
の
業
種
に
該
当
す
る
者

③
受
講
に
よ
り
習
得
し
た
知
識
お
よ
び
技

術
の
活
用
を
計
画
し
て
い
る
も
の

④
受
講
時
間
が
１
日
３
時
間
以
上
、
合
計

６
時
間
以
上
で
あ
る
も
の

⑤
２
０
２
０
年
３
月
13
日（
金
）ま
で
に
研

修
が
完
了
す
る
も
の

※
戦
略
産
業
分
野
と
は
ロ
ボ
ッ
ト
・
航
空

機
・
次
世
代
自
動
車
関
連
お
よ
び
ヘ
ル
ス

ケ
ア
・
医
療
機
器
関
連
に
係
る
も
の
づ
く

り
分
野

　

商
工
会
議
所
な
ど
経
済
団
体
や
企
業
、

学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る「
宇
都

宮
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
協
議
会
」で
は
、「
人
づ
く

り
」「
ま
ち
づ
く
り
」「
環
境
づ
く
り
」な

ど
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ（
※
）活
動
を
、
宇
都
宮
市
の

ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
仕
組
み
と
位
置
付

け
、
活
動
に
取
り
組
む
企
業
を「
宇
都
宮

ま
ち
づ
く
り
貢
献
企
業
」と
し
て
認
証
し

て
い
ま
す
。

　

企
業
の
様
々
な
分
野
で
の
活
動
を
支
援

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
・
市
民
・
行

政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
た
め
、
今
年
度
も「
宇
都
宮
ま
ち
づ
く

り
貢
献
企
業
」の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
認
証
取
得
を
ご
検

討
い
た
だ
き
、
下
記
の
申
込
期
間
内
に
、

労
働
保
険
年
度
更
新
の
申
告
納
付
期
間
は

６
月
３
日
か
ら
７
月
10
日
ま
で

栃
木
県
戦
略
産
業
人
材
育
成
支
援
事
業
費
補
助
金
の
ご
案
内

　

宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
貢
献
企
業
認
証
事
業
所
募
集

　

手
軽
に
食
べ
ら
れ
て
お
い
し

く
て
栄
養
も
十
分—

そ
ん

な
健
康
に
配
慮
し
た
簡
便
即
食

商
品
が
求
め
ら
れ
る
現
代
社
会
。

め
ん
類
専
門
メ
ー
カ
ー
の
㈱
オ

ニ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
が
発
表
し
た

「
サ
ラ
ダ
め
ん
」は
、
い
ま
消
費

者
の
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
「
サ
ラ
ダ
め
ん
」に
は
、
ト
マ

ト
と
人
参
を
練
り
こ
ん
だ「
モ

モ
コ
」と
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
葉

と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
練
り
こ
ん
だ

「
ヨ
ウ
コ
」が
あ
り
、
ど
ち
ら
も

栃
木
県
内
の
ス
ー
パ
ー
各
店
で

税
抜
価
格
１
９
８
円
で
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

開
発
と
販
売
を
担
当
し
た
大

西
伸
幸
さ
ん
は「
お
料
理
い
ら
ず

で
す
ぐ
食
べ
ら
れ
る
新
し
い
商

品
な
の
で
、
ま
ず
消
費
者
の
方

に
知
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
」と
笑

顔
を
見
せ
ま
す
。

　

ヘ
ル
シ
ー
志
向
の
大
人
だ
け

で
な
く
、
野
菜
が
苦
手
な
お
子

さ
ん
で
も「
こ
れ
な
ら
ば
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
る
」と
歓
迎
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

発
売
直
後
に
か
け
て
、
大
宮

駅
の
駅
ナ
カ
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
兼
ね
て
販
売
し
、
多
く
の

客
が
２
個
セ
ッ
ト
で
求
め
て
い

く
様
子
を
見
て
、
大
西
さ
ん
は
、

大
き
な
手
応
え
を
感
じ
た
と
言

い
ま
す
。

　
「
も
と
も
と
、
農
業
と
コ
ラ

ボ
で
き
な
い
か
と
い
う
の
が
出

発
点
で
し
た
。
男
女
と
も
に
野

菜
食
品
は
歓
迎
し
て
く
れ
ま
す

し
、
宇
都
宮
の
元
気
な
農
業
団
体

「
Z
u
t
t
o
き
よ
は
ら
」
さ
ん

の
野
菜
を
１
０
０
％
使
わ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
県
産
小
麦
と

合
わ
せ
、
地
産
地
消
１
０
０
％

で
ヘ
ル
シ
ー
な
商
品
を
開
発
し

て
上
手
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
す

れ
ば
、
き
っ
と
売
れ
る
と
考
え

ま
し
た
」

　

そ
の
ま
ま
食
べ
て
も
お
い
し

い
サ
ラ
ダ
め
ん
で
す
が
、
カ
ッ

ト
野
菜
や
肉
な
ど
を
ま
ぜ
て
、

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お

い
し
さ
を
作
り
出
せ
る
の
も
、

魅
力
の
ひ
と
つ
。
こ
れ
か
ら
の

季
節
に
、
爽
や
か
な
食
感
の
サ

ラ
ダ
め
ん
の
人
気
は
、
さ
ら
に

高
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

平
成
30（
２
０
１
８
）年
度「
第
２
回
新
商
品
・
新

サ
ー
ビ
ス
合
同
プ
レ
ス
発
表
会
」を
３
月
11
日
に

開
催
し
ま
し
た
。
発
表
さ
れ
た
３
社
の
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
㈱
オ
ニ
ッ
ク

ス
ジ
ャ
パ
ン
の「
サ
ラ
ダ
め
ん
」で
す
。

簡便即食の健康的な新商品
「サラダめん モモコ・ヨウコ」

合同プレス発表会で発表する
営業部・大西伸幸さん

サラダめんモモコ（左）とヨウコ（右）

株式会社
オニックスジャパン

株式会社オニックスジャパン 本社／宇都宮市中里町677-8  1028-623-1255

㈱オニックスジャパン
営業部営業企画開発担当

大西伸幸さん

「COCOAR2」を
インストールして
写真にかざすと

発表風景が見れます。

http://www.onix-jpn.com



※2019年10月施行開始予定
※

（
税
込
）
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